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　優しい陽だまりが、遮光カーテンの隙間を縫うようにそっと柔肌を照らす。

　白くたわわな膨らみが祐ゆう介すけの手のひらによって形を変えていることを、まるで舞台上のスポットライトのように照らしては、麻ま衣い子こ自身に教えてくる。

　まだ陽が高い時間で、打ち合わせ中だった。

　けれど、そんな状況よりも、付き合ってもいない男性に肢体を見られ、直接触れられているという事実の方が、麻衣子にとってはある種の衝撃だった。

　真剣だった空気にはゆっくりと淫靡さが混じっていき、室内の雰囲気はとっくにいやらしいものに塗り替えられている。

　自身の口から漏れる甘い息遣いに、頭がクラクラした。

「……っ、あぅっ……！」

　大きくて柔らかな双丘の上で、存在を主張している先端。ツンと尖ったその場所に白い歯が立てられ、カリッと嚙まれた瞬間、麻衣子は待ちわびていたかのように声を上げた。

「これはどうだ？　さっきみたいに指でこすられるのと、どんな風に違う？」

「あ、んっ……」

「ほら、言って？　どれが一番気持ちいい？」

　長い指で左側の乳頭をつままれてこすられ、同時に反対側の蕾は口に含まれる。唇の隙間から覗く赤い舌が、艶かしいほどに現実を見せつけてきては、麻衣子の快感をさらに煽った。

「ふっ、あ……っ、ぜ、ぜんぶ……」

「それじゃあ、質問の答えになっていないよ」

　素直に答えたのに、ピンと勃ち上がった尖りに歯が立てられる。

　痛くはなかったけれど、絶妙な力加減で注入される喜悦は、まるで麻衣子の答えをたしなめているようだった。

　気がつけば、下半身を探るように動いていた祐介の右手は、薄い茂みの奥の秘めた蜜口を暴いていた。骨ばった中指がクチュクチュと音を響かせるたび、下肢が戦慄いてとろりとした蜜を生んでいく。

　スカートはとっくに役割を放棄し、下半身はあらわになっている。

　割れ目を行き来する指は、肝心なところに触れてはくれないままで、未熟な快感をそろりと与えるばかり。

　祐介に焦らす気があるのかどうかはわからないが、気持ちよさともどかしさがあいまって、麻衣子の身体はどんどん敏感になっていった。

　甘さを秘めた愉悦を求め、麻衣子は腰を小さく揺らしてしまう。

「君が教えてくれないと、わからないだろう？」

「あっ、だって……っ！」

　答えないといけないのに、喘ぎ声ばかりが勝手に溢れ落ちる。

　その上、焦らすような動きにどんどん欲情させられていき、快感を追うように腰の動きが大胆になってしまう。

「せ、んせいっ……」

（もっと、欲しい……）

　心の中で零した欲情を感じ取るように、祐介の指が麻衣子のナカに埋め込まれた。

　指一本分の圧迫感では物足りないはずなのに、麻衣子の身体は悦びを伝えるかのように蜜壺を戦慄かせた。

「あんっ……」

　優しく器用に蠢く指は、まるで膣内を余すことなく丁寧に探っているようだった。

　不意に、柔壁をこすっていた指が、グッと折り曲げられる。

「ひぅっ……」

　唇から引きつった声が飛び出し、背中が仰け反った。

　そんな麻衣子の反応に合わせるように祐介の親指が花芽を押し、その鋭利な刺激に甲高い声が響いた。

　蜜口に添えられていた指も進入してきたことで、胎内には二本の指が埋め込まれてしまい、膣壁を激しくこすり始めた。

　轟く柔襞をこじ開けるような動きとともに、肉芽もクリクリといじられる。

　大きな左手は、胸の膨らみの形をいたずらに変えながら、その先端を手のひらで何度も掠めていく。痛いくらいに勃ち上がったままのもう片方の乳頭には唇が添えられ、濡れた舌で舐められたり歯に挟まれたりと、抜かりなく快感を送り込んでくる。

　素直な身体は喜悦を受け取り、快楽が限界まで膨れ上がっていた。

「あぁっ……もう……っ！」

「ああ、いいよ。そのまま素直に感じていて」

　甘い誘惑の囁きとともに、さらに指が増やされた。

　蜜壺で轟く三本の指によって溢れる蜜の音に、鼓膜が揺さぶられる。

　花芽をグリグリとこすられて乳首を強く吸い上げられた時、よりいっそう高い声を上げながら深い快楽の中に堕ちていった――。
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　ゴールデンウィークもとっくに過ぎ去り、五月病なんてかかっている暇もないまま迎えた五月下旬。

　慌ただしい社内の片隅にあるデスクで、二にノの原はら麻衣子は深いため息をついた。

　手元の資料に記された現実は、何度読み直しても変わらない。

　今度こそ、と思う気持ちとは裏腹に、嫌な予感は少しだけあった。けれど、それを目の当たりにするのは、やっぱりきつい。

　電源を落としたばかりの社用パソコンの暗いディスプレイに映る少々垂れ気味の瞳は、眉とともに頼りげなく下がっている。

　アラサーになってからお手入れに力を入れるようになった唇は、その効果を主張するようにぷっくりと柔らかいが、今はへの字になっていてそれも台無しだった。

　今年の冬で二十八歳になる麻衣子は、年齢のわりには若く見える方だけれど、ため息が漏れてばかりの今は実年齢よりも老け込んだように見えるかもしれない。

　麻衣子が見ているのは、担当している作家――ユウこと速はや水み祐介の作品への評価だ。

　『さざなみ出版』は最大手とはいかないが、中堅の出版社の中では筆頭に名を上げられるくらいの知名度はある。麻衣子は、ここで編集者として働き始めてから六年目を迎えた。

　麻衣子がいるのは『蜜月ノベル』というＴＬ小説レーベルで、一般文芸とは離れたジャンルではあるものの、同ジャンルでの知名度は高い。

　電子書籍レーベルとして始まった四年前とは違い、今は文庫化されている作品がいくつもあるし、麻衣子自身も編集者として電子と文庫の両方を手がけている。

【読みやすいけど、エッチシーンが微妙……】

【内容は悪くないのに、エッチシーンがイマイチでした】

【ドキドキするし、キスシーンもいいのに、エッチシーンになると盛り上がりに欠ける】

　だからこそ、こういった星の少ないレビューやコメントを見て、その意味は理解できた。

　悔しいが、コメントの内容は女性として共感できる節があるのだ。

　ユウは、ＴＬ作家としてはまだ電子書籍の二作品しか出版経験がなく、そういった意味では新人と言える。

　しかし、もともとは速水祐たすくというペンネームで活動しているミステリー作家で、作家という肩書きを得てからすでに十年を優に越えている。

　速水祐といえば、十九歳で某新人賞を獲ったあと、誰もが知っているような文豪の名が付く賞を始め、いくつもの賞を総ナメにしている上、業界内では『書けば必ず売れる』とまことしやかに囁かれているほどの売れっ子作家である。

　二時間ドラマになったものや映画化した作品もあり、現在も数年前に書いた作品がネットドラマで配信されている。

　デビューは大学生の頃だったから年齢はまだ三十二歳だが、作家としての実績や経験量は確かで、その点では麻衣子がどうこう言えるような相手ではない。

　そんな祐介のことを担当すると決まった時は驚いたが、それに至る経緯を聞くと迷うことなく力になりたいと思った。

　だからこそ、麻衣子は今日まで悩み続け、結局なんの手立てもないままに祐介のもとに向かう時間になってしまった。

　　　＊　＊　＊

　自宅兼作業場として過ごしている五階建てのデザイナーズマンションの一室で、祐介は深いため息をついて天井を仰いだ。

　陽が高く昇っている時刻の今、窓の向こうは絵に描いたような青い空が広がっている。

　パソコンのディスプレイに視線を戻せば、何度見ても変わらない評価に自分自身の不甲斐なさを突きつけられる。

　小説家の端くれとして、まったく違うジャンルであっても勉強さえ積めば、それなりになんとか書けるような気がしていた。

　簡単ではないだろうが、他の作家の作品を読んで吸収すれば、自身の中で消化して新たなものを生み出せると思っていたのだ。

　けれど、蓋を開けてみれば、目立つのは厳しい評価ばかり。

　文章や表現力、構成力に関しては褒めてくれているコメントもあるものの、それよりも多いのは【エッチシーンが微妙】といったレビュー。

　ＴＬというアダルトジャンルにおいてはもっとも重要視される、と言っても過言ではない部分。一作目と同様、先月配信されたばかりの二作目でもそれをことごとくダメ出しされて、すっかり気を落としていた。

（なにがダメなんだ？　いったい、なにが足りない？）

　一作目で付けられた評価や感想を参考に、二作目ではさらにアダルトシーンを勉強し、祐介なりに細部にまでこだわったつもりでいた。

　それでも似たような感想が目立つということは、自分はまだＴＬというものをわかっていないということなのだろうか。

　いや、そもそもまったく畑違いのジャンルを書くということ自体、無茶だったのだ。

　ミステリー作家としてはそれなりに成功している部類に入るのだから、ＴＬというジャンルの才能がないのかもしれない。

　言い訳染みたことを考えた自分自身に苛立って、以前に麻衣子が持ってきた読みかけの文庫本を開く。

　麻衣子が担当している女性作家の作品で、とても人気があるらしい。

　一年前までは女性向けであるＴＬ小説なんて読んだこともなかった祐介だったが、少なくとも自身がＴＬジャンルを書くことになったこの一年のうちに、この作家は三作品の文庫と二作品の電子を出している。そして、発売直後には近所の書店でも多く入荷され、電子書籍サイトのランキングでは月間一位だった。

　それまでに活動してきたジャンルは違っても、作家としての経験が十年を超えている祐介には、出版業界が不況と言われる中でそれがどういうことなのかはよくわかっている。

　三作目の初稿は、もうできていた。

　才能がないかもしれないことを突きつけられたばかりだが、不思議と筆は進んだ。出来はともかく、完成までは不思議なくらい早かった。

　諦めたくないという気持ちが強いからなのか、ミステリージャンルを担当している田た沢ざわとの約束があるからなのか。恐らくどちらも自身を奮い立たせる要因であると理解し、文庫本をそっと閉じて、男女が絡み合うような表紙イラストを見つめた。

　原因は、なんとなく察し始めている。

　祐介の描写では、女性の性的な部分を上手く表現できていないのだ。

　確信はなかったが、レビューや感想を見て予測したそれは、決して正解からは遠くはないはず。

　ただ、祐介にしてみれば、心も身体もノーマルな男性である自分自身に、女性の心理をすべて理解するのは不可能に等しい……というのが正直なところだ。

　もちろん、ＴＬに限らず恋愛小説を書き、女性を虜にする男性作家がいるのはわかっている。だが、肉体的に理解する術など男性である自分自身にはない。

　それを打開する方法を思いあぐね、浮かんだのはありえないこと。

　いくらこちらが好感を抱いている相手であっても、その相手が祐介のことをどう思っているのかわからない以上、これを切り出すのは憚られた。

　そもそも、なぜ祐介がまったくジャンルの違う作品を書くことになったのか。

　もとを辿れば、一年前の田沢の言動にまで遡ることになる――。

　　　＊

「最近、スランプなんじゃないのか？」

「……どうしてそう思う？」

「ただの勘だ。……長年の友人のな」

　ある日、いつになっても真っ白なままのプロットに手も付けずにいた祐介に、さざなみ出版の一般文芸の編集担当である田沢茂しげるは、眉を寄せて微笑んだ。

　その言葉に、祐介は田沢と似たような面持ちでため息をついた。

　どこか覇気のない瞳で資料を読んでいるのを見れば、大学の同級生で公私ともに付き合いがある田沢でなくても、祐介の変化に気づいたのかもしれない。

　ただ、友人として心配してくれているということはわかっている。

「スランプとは、たぶん少し違う……。ただ、書くことが楽しくなくなったのは事実だ」

　だからこそ、素直にそんな風に口にしていたのかもしれない。

　作家として危険信号が出ていることを、祐介は薄々感じていた。

　複数の出版社からの依頼に応え続けることに疲れ、二十八歳の時に仕事のペースを落とそうと決めて選んだのは、信頼できる友人のいる出版社だった。

　その後、編集長の好意で田沢が担当を持つことになり、祐介は自身のペースで書いていけると思っていた。

　しかし、実際には担当ではない編集長から何度も急かされ、祐介の意に介さない状況で書くこともあり、いつの間にか〝好きなこと〟が〝楽しくないこと〟に変わり始めていた。

「ミステリーに飽きたわけじゃないよな。好きだろ？」

「こんなややこしいジャンル、好きじゃなければ書き続けることなんて不可能だろう」

「じゃあ、書くことが嫌になったか？」

　祐介は、自他ともに認めるほど、〝書くこと〟に常に貪欲だった。

　田沢と出会った時から女性の視線を集めていた祐介だが、それよりも読書と執筆に時間を割くような、モテる男としては少々勿体ない生き方をしていた。

　今でこそ愛妻家ではあるものの、若い頃はそれなりに女性に不自由することなく遊んでいた田沢から、当時は『お前は宝の持ち腐れだ』と非難を受けたことも一度や二度ではない。

　長らく作家として書き続けているが、スランプのような状況に陥れば、毎回インプットの時間として上手く活用していた。慌てるよりもそうして時間を使う方が有効であることを、身をもって理解しているからだ。

　執筆に関しては完璧主義で、殺人描写のリアリティを追求するために人肉に似た感触だという動物の肉を解体したこともあったし、舞台になりそうな洋館を探して海外まで飛んだこともある。

　『スラム街に行きたい』と言った時はさすがに理由を話す前に全力で止められたが、おもしろい小説を書くためなら治安の悪い海外に行くことくらい、祐介にとっては至極普通のことなのだ。

「お前が素直に白状したってことは、結構前から悩んでたってことだろ？」

「察しがいいな」

「何年の付き合いだと思ってる。担当になってからは三年程度でも、大学時代からだぞ」

　田沢はため息をついたあと、真剣な表情を見せた。

「担当としては、なんとしてでも書いてもらいたい。……が、友人としては、以前までのように楽しんで書いていてほしい」

「それ、今の俺には相反することだってわかっているだろ？」

「だったら……いっそのこと、他のジャンルに挑戦してみるか？　ほら、他社でコラムとか書いてた頃があっただろ？」

「ああ、あれか。まぁ嫌いじゃないが、ああいうのは向かないとわかっただけだったよ」

　祐介には、今はなにを書いてもおもしろいとは思えない、という確信があった。

　スランプの時ですら楽しくないとは感じなかったのに、今はもうどんなものを書いても他の誰でもない自分自身を納得させられるとは思えないのだ。

　いつの間にか顔出しが当たり前のようになり、ネームバリューだけが先行している作家もいる。

　自分が顔や名前で売れているのか。ちゃんと作品を楽しんでもらえているのか。

　作品だけを見てほしいのに、ルックスがメインで取り沙汰されるようになり、読者がどう感じているのかわからなくなっていた。

「じゃあ、恋愛はどうだ？　今まで書いたことがないだろ？　今はネットで公開するのは簡単だし、試しに書いてみるのもいいんじゃないか？」

　祐介は、読者としては雑食だ。

　自身が書くミステリージャンルはもちろん、ホラーやエッセイ、新聞やコラム、恋愛も正統派なものからエロスを感じさせるものまで読んできた。

　ただ、読書と執筆では、少なくとも祐介にとっては別次元のことだった。

「無理だろ。読むのと書くのとでは、まったく意味が違う」

「それはまぁ、そうだろうな。俺もお前以外の担当作家はいるし、他のレーベルにいたこともある。一応、そういうことは理解しているつもりだ」

　田沢は「でもな」と笑い、祐介の書斎の壁一面を覆う本棚に視線を遣った。

「ここにあるもの以上の量を読んできたんだ。速水祐介はともかく、ミステリー作家、速水祐なら、新たな道も拓けるんじゃないのか？」

　あっけらかんと言い放つ田沢に、簡単に言ってくれるな、と返したくなる。

　そんなことをするくらいなら、この世に溢れる書籍を読み漁る方がよほど合理的で、ミステリー作家としての今後に役立つに違いない。

「それとも、さすがに書けないか？　ジャンルが変わっただけで、速水祐の表現は活かされないと思うのか？」

　けれど、田沢が鼻をフンと鳴らさんばかりに言った言葉を聞き過ごせなかった。

〝書けない〟と言われただけなら、きっと聞き流していた。

　しかし、〝速水祐の表現が活かされない〟という言い方に、ミステリー作家としてのプライドがそうはさせてくれなかった。

「活かされないとは言ってないだろう。ジャンルが違っても、表現は活かせる。用語の勉強は必要だとしても、表現そのものがまったく使えないなんてことはない」

「なら、問題ないな。ミステリーは少し休んでいいから、そっちでやってみろ」

　にんまりと口元を緩めた田沢に、しまった、と祐介は思った。

「おい、ちょっと待っ――」

「どうせなら、絶対に相容れないようなところまでいくか。……よし、ＴＬにしろ！　ＴＬレーベルに後輩がいるから、話を通しておいてやるよ。速水佑が書くとなれば、ＴＬでも書籍化できるかもしれないぞ」

　満面の笑みの田沢の口から放たれた提案に、祐介の思考は止まり言葉が出てこなかった。

　恋愛は恋愛でも、アダルトシーンが重要となるジャンル。その上、女性向け。

「……待て、どうしてそうなる？」

「お前に足りないのは、新しい刺激と変化かもしれないと思ってね。人間はいつも同じ場所にいると成長できないし、たまには外部からの強い刺激も必要だとは思わないか？　それこそ、今までの自分なら足を踏み入れることなんてなかった未知の世界に飛び込む、とか」

　もっともらしい意見ではあるが、祐介は納得できない。

「ＴＬで結果を出せば、お前が書きたいものを好きなように書く機会をプレゼントしよう。編集長にも会議でも、速水祐が本当に書きたいものを書けるように押し切ってやる」

　しかし、そんな気持ちを押し込めるには充分な約束を取りつけられた時、祐介はこの話に乗っていた。

「たまには、心が甘く震えるようなラブストーリーを書くのも悪くないだろう？」

　田沢の笑顔にいささか不安は残ったが、直後には作家としての好奇心が生まれていた。

　書いてきたのはミステリーばかりであっても、書くことに対する貪欲さは別のジャンルでも健在だったようだ。

　女性向けジャンルであるＴＬなんて、未知の世界でしかない。

　官能小説は読んだことがあるが、それとは似て非なるものなのだろうか。

　考えるたびにワクワクしてきて、きっかけさえあればアイデアがいくらでも出てきそうな気さえした。

　いっそのこと、ミステリー作家〝速水祐〟として書くのではなく、なんの実績もない新人として書いてみたい。ネームバリューに頼るような中途半端な挑戦よりも、ペン一本と自分自身の力で挑戦したい。

　ありえないと思ったのは、もう過去のこと。

　祐介は、どうせなら誰よりもおもしろいものを書いてやろう――という密かな誓いを胸の中で立てていた。

　　　＊　＊　＊

「こんにちは。お疲れ様です」

　マンションのエントランスから五階にある祐介の部屋に上がってきた麻衣子は、慣れた様子で書斎に直行し、笑顔で挨拶をした。

　祐介はいつも、オートロックのエントランスの鍵と一緒に玄関の鍵も開錠してくれるため、麻衣子はそのまま書斎に挨拶に行くのが定着していた。

「お疲れ様」

　パソコンから顔を上げた祐介は、麻衣子を真っ直ぐ見つめた。

　二重なのにキリッとした瞳に、高く滑らかな鼻梁。彫りの深い顔立ちからは知的な雰囲気が漂い、シミひとつない美しい肌は端正な顔をよりいっそう際立たせている。

　けれど、笑うと途端に優しい空気を纏い、話し方も常に穏やかだった。

　男性作家を受け持つことが初めてで、上手く意見を出せない麻衣子にも、祐介は苛立ったような素振りを見せたことはない。

　謙虚に辛抱強く話を聞いて、納得ができれば笑顔できちんと受け入れ、真っ直ぐに目を見て謝辞まで述べてくれたりもする。

　外見だけじゃなく性格もいいのだから、きっと女性は放っておかないだろう。

　初めて会った日に奪われた視線は、今もこうして変わることなく惹かれてしまう。

　これが淡い恋心であるということを今日も改めて気づかされた麻衣子に対し、伸びた襟足と同じ色のブラウンの前髪がかかる双眸がわずかに緩められた。

「コーヒーでいいか？」

「あっ、私が……」

「いや、いい。少し休憩を入れるついでだから」

　書斎を出た祐介が戻ってくるまで、麻衣子はどんな風に話を切り出そうか悩んでいた。

　祐介だって、ネットのレビューくらいは見ているだろう。

　書かれていることは前作に対するものと同じような文言ばかりでも、それを踏まえて書いた二作目に対する評価も同様だということは、上手く活かせなかったということ。

　売り上げは決して悪くはないが、麻衣子は一作目のこともあり、二作目にはさらに力を入れる意味でも、有名なイラストレーターと腕のいいデザイナーに表紙を依頼した。

　その効果は間違いなく大きく、今作はいわゆる〝表紙買い〟というものが一定数あったはず。それが売り上げに直結しているのは、麻衣子にはわかっていた。

「待たせてごめん」

「いえ、私は大丈夫です。今日は、しっかり打ち合わせをするつもりで来ていますから」

　ソファーの前のローテーブルにコーヒーカップが置かれ、香ばしい匂いが漂う。

「……評価と感想を見た。前作の失敗や経験を活かせなくて、すまなかった」

「そんなっ……！」

　重い空気を気遣うように先に切り出した祐介に、麻衣子は慌てて首を横に振る。

　そもそも、麻衣子は心のどこかでは、こうなることを予感していたのだ。

　それなのに、キャリアのある祐介に対し、自分がどこまで意見を言ってもいいのかと考えると少なからずためらいが生まれ、上手くアドバイスができなかった。

　それに、男性作家を担当するのは初めてということが、麻衣子をさらに悩ませていた。

　女性同士なら、仕事であればエッチシーンに対してもどんどん言い合える。

　細かくアドバイスを入れたこともあれば、決して外では口にできないような卑猥な用語が飛び交う打ち合わせにヒートアップしたこともある。

　しかし、相手が男性となればＴＬの用語を口にするのもためらうこともあり、最初のうちは祐介の唇が紡ぐいやらしい単語ひとつに赤面してしまったこともあった。

　さすがに一年も経てばそれはどうにかごまかせるようになったものの、コメントで指摘されているエッチシーンについて、男性である祐介にどう説明すればいいのか悩んでいた。

「俺が書くベッドシーンは、女性から見てどう思う？　三作目の初稿も読んでくれたんだろう？　ひとりの女性として、正直に言ってくれ」

「あの……」

「気を遣わなくて構わないから」

　戸惑いを見せる麻衣子に、祐介が穏やかに微笑む。

　祐介はやっぱり、驕ったような態度を取ったりはしない。

　麻衣子のように年下の女性にも、とても紳士的なのだ。

「先生の表現は、とても素晴らしいと思っています。ですが……ベッドシーンでは、どちらかというと男性寄りの表現になってしまうというか……。女性が心から感じるような、愛撫や挿入シーンとは少し違うんです」

　眉を寄せる祐介を見て、麻衣子は自分自身の伝え方が拙いことを自覚する。

　女性作家は、女性の心と身体のツボを心得ているからこそ、ほとんどの作家が女性の心理を虜にするような表現で物語を紡ぐ。

　彼女たちにアドバイスをする時はいつも、表現よりも構成に対することの方が多い。

　反して、祐介は構成力も表現力も抜群で、ともすれば麻衣子のアドバイスなんていらないとさえ思えるのに……。ベッドシーンになった途端、その魅力が失われてしまうのだ。

「つまり、身体的な意味で女性の感じ方が理解できていないということか？」

「ベッドシーンのみで言えば、その言い方が一番しっくり来るかもしれません」

「やっぱりそうか……」

「先生も気づかれていたんですか？」

「確信はなかったよ。だが、レビューを読んで予測できるのは、それくらいだったから」

　祐介の答えに、麻衣子は自身の不甲斐なさを突きつけられたようだった。

　本来なら自分がアドバイスをして導くべきなのに、麻衣子は編集者として力になるどころか、肝心の原因すら祐介自身に探させてしまったのだから。

　もちろん、作家自身が作品を分析するのは必要なことではあるが、今回の場合は麻衣子がもっと早くに指摘することができたはず。それこそ、二作目を配信する前に……。

「田沢は、とんでもない提案をしてくれたな」

　麻衣子は、お世話になっている先輩の名前に曖昧な笑みを浮かべ、ため息混じりにコーヒーカップを手にした祐介を見つめていた。

　さざなみ出版の一般文芸の編集者として祐介を担当している田沢は、麻衣子の職場の先輩でもある。

　どこか三枚目の言動もあるが、結婚する前は彼を狙う女性社員もそれなりにいて、愛妻家で有名な今も憧れを抱く女性社員が何人かいるようだった。

　新人の頃に指導してくれていた田沢は、今も麻衣子のよき相談相手だ。

　田沢の妻である亜あ実みにもとても可愛がってもらっているから、田沢夫妻とは公私ともに付き合いがあった。

　麻衣子と祐介の口から、ほぼ同時に大きなため息が零れた。

　交わっていなかった視線が絡み、どちらからともなく気まずさを孕んだ微笑が落ちる。

「すみません。先生にアドバイスできなかった上、あんな感想しか言えなくて……」

「いや……。ざっくりとエッチシーンが微妙と言われても、正直どこがどう微妙なのかわかりかねていたから、二ノ原さんの意見は参考になるよ。おかげで、確信が持てた」

　あんな自分の感想に対して、優しい言葉をかけてくれるなんて……という気持ちが、麻衣子をますます歯痒くさせた。

　担当作家が困っている理由はわかるのに、解決に繋がりそうな策のひとつも出せない。

　穏やかな笑みを向けてもらえる資格なんてないのに、祐介はいつものように優しかった。

「あの、とにかく一緒に頑張りましょう！　私もなにか打開策を考えますから！」

「それなら、ひとつ頼みがある」

「なんでしょうか？　私にできることなら、協力させいただきます」

　麻衣子は、思わず背筋を伸ばした。自分からは現段階でなにも提案できないけれど、祐介の力になりたいという思いが報われるかもしれない。

　程なくして、祐介がためらいを吹っ切るように真剣な眼差しになった。

「君の感じ方を教えてくれないか？」

　祐介の口から飛び出した頼みに目がまん丸になった麻衣子は、今聞いたばかりの言葉を上手く理解できない。

「女性に対して失礼だとは思うが、女性の感覚は女性に訊くのが一番だろう。だから、君がどこをどうすればどんな風に感じるのか、できる限り教えてほしい」

「えっと……」

　祐介がしっかりと説明を付け足したことによって、麻衣子の思考は彼の頼み事を正しく嚙み砕いた。

　もちろん、麻衣子は動揺を隠せなかった。

　けれど、一歩間違えればセクハラでしかない言葉も、祐介の真剣な顔を見ればそうではないということがわかり、麻衣子の中に〝断る〟という選択肢はすぐには浮かんでこない。

「これまでに、それなりにＴＬ小説は読んだし、用語や描写も勉強したつもりだ。だが、それでもダメなのは、女性のリアルな感覚を理解できていないからだと思う」

「でも……リアルな感覚なんて……。先生は男性ですし、完璧に理解するのは……」

「一〇〇パーセントは無理でも、それに近いところまでならわかるかもしれないだろう」

「それは……」

（どうしよう……）

　麻衣子の頬が熱を持ち始め、戸惑いが生まれる。

　さっきまでの意気込みは消え、代わりに恥じらいが心を覆った。

（確かに一理あるかもしれないけど、男性に自分の性的なことを話すなんて……）

　言えないと口を噤むことを考える反面、過去の経験を振り返っている自分がいた。

　恋愛経験は少ない方ではあるものの、付き合っていた恋人と身体の関係を持ったことはある。ただ、性的なことだから……という以前に、あまり口にしたいことではない。

　残念ながら、麻衣子にとってそれらは幸せな記憶ではないから。

　羞恥があるのはもちろん、苦い思い出をわざわざ話したくはない。

　それでも、端正な顔に見つめられていると白状してしまいそう。

　瞳を伏せても視線を感じて、胸がドキドキと騒ぎ始める。

　麻衣子自身の本音と、祐介の役に立ちたいという編集者としての想い。

　ふたつを天秤にかけたあと、ゆっくりと深呼吸をして意を決した。

「実は、その……私、あんまり経験がないですし……少し感じにくくて……。ですから、先生のお役に立てそうなお話はできないかと……」

　顔から火が出そうなほど、恥ずかしかった。

　それこそ、祐介の口から卑猥な単語が出た時よりも、今の方が遥かに羞恥心は大きい。

　ただ、こう言えば先生も別の方法を考えるだろう、という気持ちはあった。

　祐介に対しても、担当者として答えられないことも申し訳ないけれど、本当のことなのだから仕方ない。

「……そうか」

「お役に立てなくてすみません」

「いや、正直に教えてくれてありがとう」

　気まずい麻衣子に対し、祐介は優しく破顔した。

　胸の奥がキュンと締めつけられ、紳士的な気遣いに余計に申し訳なく思えてきてしまう。

「あの……参考になるようなことは話せないですが、私にできることは全力でサポートさせていただきますから」

「サポート、か……」

　不甲斐なさを感じながらも真剣に申し出れば、祐介が意味深に麻衣子の言葉をなぞった。

「はい！　資料集めとか、参考になりそうな作品を選んだりとか……。先生が書けるきっかけになりそうなことがあれば、遠慮なくなんでもおっしゃってください！」

　麻衣子は笑顔になり、例を挙げてみる。

　祐介はしばらくの間、麻衣子をじっと見つめたまま無言で考え込んでしまい、深刻そうに眉を寄せていた。

「じゃあ、不躾だとは思うんだが……」

「はい！」

　控えめながらもしっかりとした口調で切り出され、麻衣子は微笑んで見せる。

　祐介は微かな戸惑いのようなものを浮かべつつ、意を決するように息を吐いてから続きを紡いだ。

「背中や腕を触らせてくれないか？」

「え？」

　予想に反した祐介の言葉に、麻衣子は困惑した。

「どうしても女性の感覚を知った上で、ちゃんと全力で書きたいんだ。男性作家が女性の感覚を知るなんて不可能かもしれないが、女性が心から楽しめるような作品を生み出したい」

「それは……」

　とてもいいことだとは思うが、触れられるということにためらってしまう。

　背中や腕くらいで、と思われるかもしれないが、麻衣子は男性経験が多くはない。

「二ノ原さんの戸惑いはわかる。だが、ここで妥協して書くくらいなら、きっと書かない方がいいと思っている。なによりも、もうこれ以上、読者をがっかりさせたくはないんだ」

　真剣な面持ちの祐介の想いを聞き、ハッとさせられた。

　麻衣子はもともと、一般文芸の編集部への配属を希望していた。

　しかし、研修後に人事から提示されたのは、乙女系恋愛小説レーベルへの配属。その上、社会人として受け入れるしかなかった先で次に待っていたのは、ＴＬレーベルの編集者という仕事だった。

　正直、ジャンルそのものに抵抗はあったし、恥ずかしさもあった。

　思春期には、エッチなシーンがあるような漫画や小説をこっそりと読んだことはあったし、読書好きな人間としてそういうジャンルを否定する気もない。

　それでも、両親や友人になんて説明すればいいのか……と、心の中で嘆かずにいられなかったのだ。

　ところが、仕事のために初めてＴＬ小説を読んだ時、自分の中の世界がガラリと変えられるような感覚に陥った。

　胸キュンと切なさが満載の描写に、ヒロインとヒーローの愛が溢れるエッチ。

　決してエロだけでは終わらない、女性の心の機微に寄り添う甘くとろけるようなエッチシーンを追いながら、いつの間にか心だけじゃなく身体も反応し、気づいた時にほとんど経験がなかった自慰行為に耽っていた。

　そして、文字の羅列に欲情したことを自覚したあとには、苦手意識があった性行為に対しての嫌悪感が薄らいでいき、自身もこのヒロインのように心ごと感じるようなエッチがしてみたいとさえ思っていた。

　同時に、こんな風に女性が心も身体もときめけるような作品を世に送り出す手伝いがしたい――という信念が芽生えるくらい、麻衣子の意識に変化をもたらしたのだ。
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「……わかりました」

　深い深呼吸のあとで、麻衣子は祐介を真っ直ぐ見た。

　じっと麻衣子を見つめていた祐介は、その答えに一瞬だけ目を見開いたが、すぐにどこか安堵と喜びが混じったような微笑を漏らした。

　麻衣子の中には、まだ戸惑いがあった。しかし、それ以上に祐介の創作への真剣な想いを取り零してしまいたくなかった。編集者としてはもちろん、ひとりの女性としても。

　祐介ならきっと、女性が心から満たされるような作品を生み出せるはず。なによりも、祐介の役に立ちたい。そんな気持ちが、確かにある。

「ですが、先生が知りたいのは、女性のリアルな感覚なんですよね？」

「ああ」

　頷かれて、言葉を止めた。

　簡単な気持ちで言えるほど、麻衣子に割り切る度量はない。

　作品の中で強引に身体の関係に移るヒーローを見たことは何度もあるが、麻衣子自身は愛のない関係を受け入れたことは一度だってない。

　けれど、中途半端な覚悟では解決に至らないかもしれないし、二作とも自身の力不足で祐介の足を引っ張ってしまった部分はある。

　そうした様々な事情と祐介の役に立ちたいという想いで、半ば強引に意を決した。

「だったら……この際、ちゃんと触ってください」

　しっかりと祐介の瞳を見据えた麻衣子に、彼が目を見張った。

　麻衣子の言う〝ちゃんと〟の意味を、祐介はすぐに察したようだった。

「……本当にいいのか？」

「はい。リアルな感覚を知るというのは、きっと先生にとって大切なことなんですよね。先生がそこまで考えていらっしゃるなら、私は先生のお役に立ちたいんです」

　祐介がミステリー小説を書くために、とことんまで資料を調べて疑問を追及することも、海外まで飛ぶのを厭わないことも、田沢から聞いている。

　ＴＬ小説に対しても真摯に向き合う姿を知っているからこそ、協力したいと思えた。

　しばらく沈黙していた祐介は、麻衣子の真剣な気持ちを受け取るように小さく頷いた。

「すまない……」

　申し訳なさと苦しみが混じったような瞳に、微かに笑みを浮かべながら首を横に振る。

「だが、君の決断が安易でないことはわかっているつもりだ」

　すると、祐介は真剣な眼差しになり、麻衣子を真っ直ぐ見つめてきた。

「先生……」

「君の決心が無駄にならないよう、必ずいい作品を書くと約束する」

「はい。先生なら、きっと大丈夫です。私、信じています」

「ありがとう」

　戸惑いや不安はあるけれど、優しい声音でそう零した祐介の瞳を見ていると、不思議と恐怖心はなかった。むしろ、不安さえも小さくなっていくような気がする。

「まずは、服の上から触らせてくれ」

　程なくして、微かな笑みを浮かべた祐介に、麻衣子は心のどこかで安堵していた。

　自分から言い出したものの、内心では覚悟を決め切れていなかったから。

　対面に座っていた祐介が立ち上がり、長い脚で数歩歩いたかと思うと、麻衣子の右隣に腰を下ろした。

　祐介の所作から目を離せなかった麻衣子は、肩が触れるような距離に息を止めてしまいそうなほどの緊張を抱き、平静を装う余裕を失くしかけていた。

「……っ」

　祐介の骨ばった右手が、麻衣子が膝の上で握りしめていた小さな右手の上に伸び、そのままそっと包み込まれた。

　息を呑んで身体を固くした麻衣子を労わるように、祐介の手が麻衣子の指にゆっくりと絡んでいく。長い指が優しく触れ、柔らかい羽根のようにふわりと動いている。

　右側からは視線を感じ、麻衣子は与えられる感覚や瞳から逃げるように俯いていた。

　祐介の手が次第に移動していき、麻衣子の腕辺りで探るような動きを見せ始めた。

「そんなに力を入れないで。君が嫌がることはしないと約束するから」

「先生……」

　おずおずと右側を見れば、祐介が柔らかい笑みを浮かべている。

　祐介の言葉は不思議と信頼でき、麻衣子は息を吐いて力を抜くことを意識した。

「うん、それでいい。ありがとう」

　甘やかな微笑みに、胸がトクンと脈打つ。

　この人にこれから触れられるのだと思うと、苦しいくらいにドキドキして恥ずかしいのに、身体の奥はむず痒いような感覚を覚えた。

　いつの間にか大きな左手まで加わり、それは麻衣子のブラウスの上から背中に触れた。

　指先が背筋を撫で、ぞわりとしたものが身体を走る。くすぐったいような、それだけじゃないような、なんとも言えない感覚が麻衣子に与えられていく。

「どんな感じがする？」

　得体の知れないそれに神経を奪われていた麻衣子は、問いかけにハッとした。

「えっと……なんだかぞわぞわします……」

「ぞわぞわ？」

「くすぐったいというか……」

　麻衣子が慌てて説明を付け足すと、眉を寄せていた端正な顔がわずかに緩んだ。

「んっ……」

　祐介の表情に見入って油断した麻衣子のうなじを、指先がそろりと撫でる。自然と声が漏れ、麻衣子は頬が熱くなったのを感じたが、祐介は真剣な面持ちに戻っていた。

　手の甲から始まった感覚は、腕や背中を経てうなじにも与えられ、首筋を通って鎖骨に下りてきた。ゆっくりとした動きに、少しずつ速度が加わっていく。

「すまない。でも……こんなこと、君にしか頼めない」

　申し訳なさそうな声音に、麻衣子の胸がキュンと高鳴った。

　好きな人から『君にしか頼めない』と言われて、ときめかない方が難しい。

　自分だけという特別感のようなものが麻衣子の心を喜ばせ、身体はますます祐介の手を意識してしまう。

「もう少し触ってもいいか？」

　麻衣子の唇から吐息が漏れ始め、それに気づいた祐介の手の動きが大胆にも麻衣子の腰の辺りを撫でた。

　その感覚に震えそうになりながらも頷いた麻衣子の太ももに向かって、祐介の右手が下りていく。パステルイエローのスカートの上から内ももに触れられた時、麻衣子の柔らかな唇はひと際甘い吐息を零していた。

「この辺りはどんな感じがする？」

「……ん、っ……。なんだか、身体がジンジンして……」

　言葉よりも先に吐息混じりの声が漏れた麻衣子は、表情では恥じらいながらも、身体が熱を帯び始めていることに気づいていた。

「これは？」

　尋ねた祐介の中指の爪が内ももの上でそっと立てられ、「あっ……」と声が漏れ出た。

　身体の中心に熱が集まり、下半身がじんと疼くような感覚が走る。

　服の上から、手や脚を触られているだけ。それなのに、麻衣子の身体は欲情し始めていた。

　元カレとの行為は性急な上に粗雑で、男性からこんな風に優しく触れられた経験はない。労わるように触れてくる祐介の手はこれまでの経験とあまりにも違い、驚きさえあった。

　だからこそ、この先を想像するだけで心も身体も期待に満ちていく。

　不意に、祐介の手が麻衣子の鎖骨付近に触れた。

　軽く視線を落とせば、長い指がブラウスのボタンにかけられている。

　麻衣子は一瞬のためらいのあと、自身を真っ直ぐ見つめている祐介に気づき、彼からそっと視線を外しながら首を縦に振っていた。

「んっ……」

　直後、大きな手が麻衣子の胸の上に置かれた。

　服越しにそっと触れられただけだというのに、小さな唇からは自然と甘い声が零れ、身体の芯がジンジンと熱を持ち始める。

　下着が湿り気を帯びていることに気づいていたけれど、にわかには信じられない。

　だって、感じにくいはずの自分の身体が、直接触れられているわけでもない刺激にこんなにも敏感に反応しているなんて……。

　そんな戸惑いに苛まれていた麻衣子の顎を、おもむろに祐介の手が掬う。真剣なままの双眸に捕らえられたかと思うと、麻衣子の前髪がかかった額に唇が落とされた。

「え……？　どうして……？」

「どうしてだろうね」

　予想外の行為に戸惑う麻衣子に、祐介自身もどこか戸惑いのようなものを覗かせている。

「二ノ原さんを見ていると、自然と身体が動いていた」

　指で辿られたところと同じくらいの熱を持った額から、全身に血が駆け巡っていくような気がする。さらには、こめかみや頬にもキスをされ、麻衣子は触れるだけの優しいくちづけに胸の奥を甘く震わせていた。

　喜びに満ちた心につられるように、身体はもっと強い刺激を欲し始める。

　けれど、言葉で伝える勇気はなくて、持て余した熱ごと縋るようにおずおずと手を伸ばし、祐介の胸元をそっと握った。

　それが合図だったかのように、祐介が麻衣子の身体をグッと抱き寄せた。

　いつの間にか、麻衣子はブラウスのボタンをすべて外され、後ろから祐介に抱きしめられるような体勢になっていた。

　背後から骨ばった左手が下着に包まれた乳房を摑み、その形をじっくりと楽しむように揉みしだく。サイドでひとつに纏めていた髪も解かれて、祐介の手の動きに合わせるように茶色の毛先が麻衣子の背中や胸元をくすぐった。

　たまに指先や爪で、硬くなった先端を下着越しに引っかかれ、そのたびに麻衣子は腰を震わせていた。大きな右手は滑らかなストッキングの上を何度も行き来したあと、内ももの辺りでずっと蠢いている。

「指でつままれるのと、爪で引っかかれるのは、どっちがいい？」

「あっ……！　指の方が……」

「じゃあ、こうしてこすられるのはどうだ？　反応はよさそうだけど」

　言葉通りに実践されて、その快感に涙が滲む。

　モノトーンで纏められた書斎に、麻衣子の吐息混じりの声が落ちては消える。

　この状況に戸惑っているはずの麻衣子は、祐介の手を拒めない自分自身に驚いていた。

　むしろ、祐介の手つきが優しいせいなのか、片想いの相手からの行為を喜んでさえいる。

　あくまで〝仕事の一環〟であることは理解しているのに、色々な事情や感情がないまぜになった麻衣子には、もう祐介からの行為を拒むことなんてできなかった。

　内ももで遊んでいたはずの祐介の手がさらに奥へと移動し、柔らかい下腹部をそっと撫でた。くすぐったいけれど甘やかな触れ方に、身体が前のめりになる。

　それを制するように後ろに引かれた身体は、祐介の硬い胸板に寄りかかるようにされてしまい、それだけで拍動が速くなった。

　そのまましばらくは下腹部や脚の付け根を行き来していた祐介の手が、麻衣子の身体を煽っていく。ありえない状況に羞恥は隠せないが、これだけでは物足りない。

　そんな麻衣子の気持ちを見透かすように、不意に祐介の指がストッキングと下着越しに割れ目をこすった。

「あんっ……！」

　ひと際大きな声が響き、祐介の指には湿ったような感触が伝わっただろう。

「これも脱がせていいか？」

　そんなことを訊かないでほしいと思うのに、祐介の言葉でこのあとに与えられる感覚を想像させられてしまい、蜜壺の奥からは蜜が溢れ出す。

　まだ直接触れられてもいない秘所が濡れてしまっていることに、戸惑いを感じずにはいられない。羞恥に塗れる中、はしたないと思われてしまわないだろうか……と考えた思考に邪魔をされ、心が不安で揺らぎそうになった。

「拒絶しないなら、脱がせてしまうよ？」

　耳元で落とされた低い声にキュッとつま先が丸まり、麻衣子は下着がさらに濡れたことを自覚しながらも頷いた。

　スカートの中に侵入した手がストッキングをずらし、脱がせていく。

　薄い一枚の防壁がなくなり、すぐにしっとりと濡れたショーツも下ろされた。

　パサッという音が鳴って、下着がフローリングに落とされたことを悟る。

　スカートで辛うじて隠されているものの、ストッキングと下着を剝がれた下半身はなんとも心許ない。スースーする感覚とすっかり淫靡な空気に包まれた部屋が、麻衣子の身にこれから起こることを予感させ、身体の奥がキュウッと収縮したような気がした。

　花弁に触れた祐介の指は、緩い動きでその場を往復している。じれったい感覚に脚をモゾモゾとさせてそっと振り返れば、祐介が唇を綻ばせていた。

「よく濡れているね」

「あっ、いやぁっ……」

　指摘されたことが恥ずかしすぎて、イヤイヤをするように首を横に振る。

「ふ、ぅっ、あんっ……」

　緩やかだった骨ばった指が、再び大きく動き出した。

　クチュ、ヌチュッ……と水音を響かせながら愛撫で開いた陰唇をこすり、薄い茂みの方へ向かって硬くなった花芯を撫でては下りて、その動きに少しずつ力が込められていく。

　麻衣子が気づかないうちにホックが外されていたブラは、大きな膨らみによって押し上げられ、それを誇張させるかのように揉みしだかれている。

　柔らかい乳房に反し、勃ち上がった尖り。

　同じように硬くなった花芽をこするタイミングで、薄い桃色にも見えるその粒をキュッとつままれれば、麻衣子の嬌声がますます甘ったるくなる。

　轟く蜜壺からは、とろりと雫が溢れ出した。

「二ノ原さん、どんな感じがするかちゃんと教えて？」

　祐介の低い囁きが耳たぶに触れ、麻衣子が吐息混じりに声を漏らす。

　素直な反応を見せる麻衣子の身体を横たわらせ、その上から祐介が覆い被さってきた。

　間を置かずに伸ばされた赤い舌に、麻衣子は目を見張った。

「やぁっ……！」

　視界に映るのは、膨らみの上で呼吸に合わせて揺れていた硬い蕾を舐める祐介の顔。麻衣子にとっては、あまりにも淫靡な光景だった。

　ペロペロと舐めたかと思うと、唇で食まれたり舌先で突かれたり、絶え間なく熱と刺激が襲ってくる。

「ほら、教えて？」

「んあっ……！　そこっ……突かれると、ピリピリして……きもち、いい……っ……」

　自然と漏れたのは、ただの感想。それでも、祐介の唇は満足げに歪む。

「これで感じにくいなんて思えないな」

「……っ！　こんなの、っ、初めてです……」

　祐介の素直な言葉に、まるで淫乱だと言われているような気がした麻衣子は、涙目で首を横に振って小さく訴えた。

「……っ、あぅっ……！」

　柔らかな膨らみの上でツンと尖っている、無防備な先端。それを白い歯で嚙まれれば、待ちわびていたかのような吐息混じりの声を上げた。

「これはどうだ？　さっきみたいに指でこすられるのと、どんな風に違う？」

　どこか意地悪く歪んだ綺麗な双眸が、真剣さを纏って答えを促してくる。

　いつもの知的な雰囲気は消え、代わりに熱を持った瞳が麻衣子の反応を見逃すまいと言わんばかりに、じっと見つめてきた。

「あ、んっ……！　奥が……！」

「奥？」

「アソコ……切なくて、っ……キュンってしちゃ……」

「胸を触られて下肢が疼くなんて、素直な身体だね」

「うっ、あぁ……やぁ……！」

「ほら、言って？　この中では、どれが一番気持ちいい？」

　左手の指で乳首をつまんでこすられ、右側の乳頭は再び口に含まれる。

　一気に与えられる快感に頭がクラクラして、全部が気持ちよくてたまらない。

「ふっ、あ……っ、ぜ、ぜんぶ……」

「それじゃあ、質問の答えになっていないよ」

　痛いくらい勃ち上がった尖りをたしなめるように、歯が立てられる。

　祐介の右手の中指は下半身を蠢いた末、茂みの奥に隠された蜜を垂らしたままの入り口をこすっている。スカートは役割を果たしていないほど乱れ、下半身もあらわになっていた。

　クチュッ、クチュッ……と響く濡れた音に、麻衣子は全身を包む羞恥心をさらに煽られて、それがまた身体を敏感にさせる。

　仕事で何度も訪れた場所で、こんな行為をすることになるなんて考えてもみなかった。

　そんな気持ちとは裏腹に、麻衣子は甘さを秘めた快楽に脚をすり合わせ、腰を小さく揺らしてしまう。

　恥ずかしいのに愛撫を貪欲に求めてしまっていることを、身体はどんな言葉よりも雄弁に語っていた。仕事中だという背徳感すらも、淫靡な刺激となって心と身体を乱していく。

「君が教えてくれないと、わからないだろう？」

「あっ、だって……っ！」

　仕事中であることなんてとっくにどうでもよくなっているくらい、祐介の手から与えられる快感だけを追っていたかった。

　答えないといけないのに、瞳からは自然と雫が零れ、唇からは喘ぎ声しか出てこない。

　蜜口をこすられているだけでは決して満たされないのに、焦らすような動きに欲情させられていき、腰の動きが大胆になってしまう。

「どうして欲しい？」

「せ、んせいっ……」

（もっと、欲しい……）

　言えない本音を呑み込み、代わりに祐介のことを甘ったるい声で呼べば、それが合図だったかのように麻衣子のナカに指がゆっくりと埋め込まれていった。

　指一本分の圧迫感は、ともすれば物足りないのに、高まった期待が身体を敏感にしていくようで、麻衣子は蜜壺を戦慄かせた。

　最初は、どこか遠慮がちに、優しくゆっくりとこすられた。

　物足りなさを抱くほどの愛撫に焦らされているような感覚になる反面、麻衣子を気遣ってくれていることが伝わってくるから、恐怖心も不快感もない。

「んっ……あんっ、やっ、ぁ、あっ！」

　大きく反応する場所を探るように、祐介は麻衣子の表情から目を離さない。その視線から逃れたいのに、真っ直ぐな双眸に吸い寄せられるように瞳を奪われていた。

　すぐに祐介の指が増え、膣内でバラバラの動きを見せ始めた。

　隅々まで余すところなく確認するようにこすられると、身体は素直に跳ねる。肉襞は、絶え間なく収縮を繰り返しては、奥へ奥へと指を飲み込もうとしている。

　どこを触られても快感に包まれていく麻衣子のナカで、不意に長い指が曲げられた。

「ひぅっ……」

　唇から引きつったような声が飛び出し、背中が仰け反る。

　直後、祐介の親指が肉芽をグッと押し、その強い刺激に今度は甲高い声が大きく響いた。

　快感が押し寄せる中、突起を回すようにクリクリといじられていくうちに感覚がさらに鋭さを増し、あっという間に全身に電流が走るかのような刺激に変わった。

「やぁっ！　なにっ、これっ……やっ、あぁん！」

「ここはすっかり剝けたね。さっきより感じるだろう？」

　チカチカと視界が小さく弾けてしまいそうなほどの愉悦に、麻衣子は思わずイヤイヤと首を横に振っていた。

　仕事上、知識だけは持ち合わせていたけれど、こんな風に愛撫を受けた経験はない。

　そのせいで、気持ちいいという感覚以上に、得体の知れない喜悦を怖いと思ってしまう。

「ここ、自分でこうしたことはない？」

　止まらない嬌声に阻まれて答えを言葉にできず、必死にかぶりを振って訴える。

「そうか。じゃあ、思い切り感じるといいよ」

「もっ……ダメ……きもち、よすぎてっ……！」

　二本の指が麻衣子の中で暴れ、敏感な蕾もこすり続ける。

　肉芽への愛撫だけでも強烈な悦楽を与えてくるのに、柔壁をこする長い指はいつしか麻衣子がひと際感じる場所ばかりを狙っていた。そのせいか、全身に甘い痺れが回り始める。

　大きな左手は、胸の膨らみの形をいたずらに変えた。尖ったままの乳頭は唇や歯で嚙みながら濡れた舌で舐められ、快感が限界まで膨れ上がっていく。

　かと思えば、蜜壺をいじっている手が唐突に緩慢な動きに変わり、物足りなさを植えつけてくる。そのたびに腰を揺らしたりくねらせたりしながら求めて見せても、思うような快感は与えてもらえない。けれど、明確な言葉にする勇気はない。

「あぁっ……もう……っ！」

　とうとう我慢し切れなくなった麻衣子の声に応えるように、祐介の指がさらにもう一本増やされ、激しさを増した。

「ああ、いいよ。そのまま素直に感じていて」

　耳元で囁きを落とされ、耳筋にねっとりと舌を這わされれば、濡れたような声音が快楽の高みへ押し上げようとする。

　気づけば自ら腰を大きく揺らし、快感を追いかけていた。

　グチュグチュといやらしい水音が、鼓膜を犯してくる。鋭く甘い感覚が大きく膨らんだ敏感な一点に集まり、麻衣子の意識と身体はそれだけに集中して、その瞬間を待ち構えていた。

「ふぁっ……もう、だめ……っ、あぁっ――」

　膣内で轟く指によって溢れる蜜の音に鼓膜を揺すぶられ、花芽をグリグリとこすられて乳首を強く吸い上げられた時。

　ひと際甘くなった嬌声を上げながら、大きな快感の波にさらわれた――。

　はぁはぁと上がった息を整えるよりも早く、祐介が麻衣子の上からそっと離れた。

（先生の……硬くなっていた……よね？）

　麻衣子の太ももに押しつけられていた怒張は、麻衣子がチラリと動かした視線の先で確かに存在感を放っている。

（私に反応してくれた……ってこと？）

　その事実に喜び、意図せずに喉を鳴らした麻衣子は、不意に視線を寄越した祐介に気づいて慌てて瞳を伏せた。

「すまない……」

（それって……そういうこと、だよね……）

　麻衣子はその言葉を、好きでもないのに悪いことをした……という、祐介の反省だと思い込んでしまった。祐介の本心はわからないが、そう考えるのが一番正しいような気がした。

　そういえば、唇には一度もキスをしてもらえなかった。

　自然と悲しくなって、さっきまで視界を滲ませていたものとは別の理由で涙が込み上げてきそうになった。けれど、顔を伏せて唇を嚙んだ。

　淫猥な空気に包まれていた室内が、気まずさも漂わせている。

　麻衣子は、まだ熱を帯びたままの身体を起こしながら胸元を隠した。

「できれば、細かい感想を確認したい」

「はい……。もちろんです」

　複雑な気持ちを隠して小さく頷けば、祐介は「紅茶でも淹れてくる」とだけ言って書斎から出ていった。その間に、麻衣子はあられもない姿を隠すように身なりを整えると、冷静になったことで急降下していこうとする心を留めるように深呼吸をひとつした。

　麻衣子を気遣ったのか、少し時間を置いてから戻ってきた祐介は、温かいダージリンを差し出し、さっきの行為を反芻するように質問を連ねていった。麻衣子は、話の内容と行為の名残に羞恥を感じてしどろもどろになりながらも、なんとか質問に対する答えを口にした。

「先生のお役に立てましたか？」

　引き受けることを決めたのは、他の誰でもない自分自身。拒めなかったのは仕事以外の理由が大きいとはいえ、それでもこの期に及んで謝罪なんてされる方が切ない。

「ああ、すごく参考になったよ」

　平静を装う麻衣子に、祐介も申し訳なさそうにしながらも笑って見せた。

　翌日、朝一で麻衣子のもとにメールで送られてきていた三作目の初稿の出来は、昨日よりも格段によくなっていた。

　これまでの二作品と比べて、愛撫のシーンが女性の気持ちに寄り添うかのようで、ひとつひとつの仕草や心情がより丁寧に描かれている。おかげで共感しやすく、麻衣子は仕事だということを忘れかけて夢中になって読み進めてしまったほど。

　けれど、それも途中までのことだった。

　挿入シーンになった途端、それまでとは別人が書いたようになり、どこか気持ちが冷めてしまうような感覚を抱かせられたのだ。

　前回までよりも愛撫シーンがよくなった分、挿入シーンで盛り上がりが欠けてしまうのが顕著に出ているようにも思え、このままだと三作目も同じような評価になってしまう予感が芽生えた。

　好きな作家であっても、合わない・好みでない作品というのは、やはりあるものだ。

　しかし、ＴＬレーベルでは正体を隠してユウとして活動している祐介は、読者にとっては新人作家であり、ファンも作品もまだ多いとは言えない。そんな中で、三作続いて似たような評価や感想が付けば、今後のユウとしての活動は厳しいものになるかもしれない。

（でも、愛撫シーンがよくなっているってことは、先生は昨日の経験が活かせたってことだよね？　じゃあ、もし最後までしたら……）

　そこまで考えてハッとした麻衣子は、首をブンブンと横に振った。

（なに考えているの、またあんなことするなんて……っ！）

　今思い出しても、顔が真っ赤になりそうだった。

　あんなにも恥ずかしいことを担当作家としてしまったなんて、冷静になった今はもう信じられない。

（でも、気持ちよかったな……）

　無意識のうちに本音を心の中で呟いていた時、麻衣子の意思に反して心と身体の奥底がキュンと戦慄いていた。
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　溢れる文章を指先から紡ぎ出している最中、ふと祐介の指が止まる。

　思い出すのは、二週間前のこと。

　無理難題とも言えるようなことを提示したのに、麻衣子はあろうことか戸惑い恥じらいながらも、自分の願いを受け入れてくれた。

　ダメ元で放った言葉を受け止めてもらえるとは思っていなかったから、言い出したはずの祐介自身の方が困惑していたかもしれない。

　けれど、麻衣子が意を決してくれたことはとても嬉しく、その健気な姿に想いも膨らんだ。

　一方で、反省の念もずっと消えなかった。

　あの日の祐介は、麻衣子に夢中で触れていることにも気づかないくらい、麻衣子を感じさせることで思考が埋め尽くされていた。

　仕事のためという理由で始めた行為だったのに、自身の下半身は麻衣子の声や仕草に反応し、甘い声が鼓膜に届くたびに硬くなっていった。

　恋人がいたこともあれば、もっと若い頃は一夜限りの関係を結んだこともある。

　経験はそれなりにあったが、仕事の一環として及んだ行為に耽り始めていたどころか、相手の表情も身体の反応も吐息すらも見逃したくなくなって……。仕事だということを忘れてしまいそうになっていたなんて、本音を言えば予想外だった。

　もちろん、純粋に協力してくれた麻衣子に、こんな身勝手な劣情を抱いていたことを悟られてしまうわけにはいかない。

　だからこそ、途中からはそれを隠すように冷静を装った声音を落とし、自分はあたかも平常心だったかのように装っていた。

　それでも、心も身体も記憶も正直なもので、あの日の麻衣子の姿は鮮明に覚えている。

　白い半裸の肢体と、赤らんで上気した顔。潤んだ二重の瞳は、普段の控えめな態度からは想像もできないほど扇情的だった。

　祐介の下半身が熱を持ち、デニムと下着の奥で硬くなっていく。記憶を反芻するだけで、あの時と同じようになってしまう。

　痛いくらいに主張していた自身を麻衣子に押しつけたい衝動に駆られながらも、祐介は麻衣子への愛撫に没頭することで、欲望をごまかそうとしていた。

　行為のあと、すぐに麻衣子から離れたが、彼女の視線がどこにあったのかは知っている。

（気づかれていたよな……）

　作品のためにとことんまで追求したくなるのはいつも通りで、仕事に関しては完璧主義でいることを理想とするからこそ、できる限り自分自身の五感で感じたことを活かしたい。

　その想いに嘘偽りはないものの、あの時に反応した下半身を見た麻衣子の心情を考えれば、自然と謝罪を紡いでしまっていた。

　祐介にとっては、好きでもない男に触られるなんて嫌だっただろう……と考えた末に、今さらな配慮から零れた言葉だった。

　しかし、麻衣子の表情は、祐介の思惑通りには受け取っていなかったように見えた。

　せめてもの配慮で唇にだけキスをしなかったことが、余計な誤解を生んでしまったのだろうか。

　だとしたら、早いうちにそれを解いておきたい。

（とはいえ、この原稿の出来では……）

　パソコンに視線を戻し、苦笑が漏れた。

　修正した初稿を送った日の夜、麻衣子は電話で『愛撫のシーンは格段によくなった』と言ってくれた。祐介自身も手応えを感じていた反面、別の懸念が生まれた。

　それは、挿入シーンの盛り上がりが足りない――ということ。

　他の描写がよくなった分、悪い部分がより顕著になってしまったのだ。

　だから、『思い切って三作目の配信を延期しましょう』と切り出してきた麻衣子に、祐介も納得した上で頷いた。

　そして、この二週間は徹底的にベッドシーンを書き直し続けているのだが、何度書き直しても挿入シーンだけは上手くいかない。

　納得いかない祐介同様、麻衣子も同じ気持ちでいるようで、一昨日のメールでもいくつかの修正が入った。

　このまま書き続けていても、ゴールが見えてくる気がしない。

　打開策は浮かんだが、さすがにこれ以上を求めるのは気が引けた。

　それに、この気持ちを今伝えても、作品のためだと誤解されてしまうかもしれない。

　なにより、ＴＬで結果を出せていないのに想いを伝えるなんて、男としても作家としても格好がつかないだろう……。

　　　＊　＊　＊

　祐介との行為から一ヶ月が過ぎ、麻衣子はまた思い悩んでいた。

　何度もリテイクした原稿は格段によくなり、これまでで一番自信を持って送り出せるものになるような気がしている。反面、どうしても挿入シーンだけがなかなかよくならず、今日は改めて打ち合わせをするために祐介のマンションに行くことになっていた。

　あの日から電話とメールだけでやり取りをしていたから、顔を合わせるのは一ヶ月ぶりになる。さざなみ出版のオフィスから祐介のマンションまでは二十分ほどで、彼とどんな顔で会えばいいのか悩む暇もなく、目的地に着いてしまった。

「あ、こんにちは。お疲れ様です」

「お疲れ様」

　珍しく、祐介はリビングにいた。

　普段は書斎にこもっていることが多いから、心の準備をする前に対面してしまうことになったが、カウチソファーに移動していつも通りに軽い世間話を交わす。

　祐介の心情はわからないものの、麻衣子は彼の瞳を真っ直ぐ見るとあの行為を思い出してしまい、頬が熱を持ち始めようとしていた。

　それを振り払うように息を吐き、「進捗はどうですか？」と笑みを浮かべた。

「あまりいいとは言えないな。他はもう納得いっているんだが、挿入シーンだけが何度書いてもしっくりこない。それまでのシーンで盛り上げられているはずなのに、挿入シーンになると、途端に別人が書いたように盛り上がりに欠ける気がするんだ」

　祐介の言葉に相槌を打ち、的確な分析に感心した。

　祐介はやっぱり、麻衣子なんかよりもずっと作品のことを理解している。

「私も、本当によくなったと思います。これまでの先生は、エッチシーンだけでなく、ＴＬ小説自体をどこか外側から見ているような表現で書かれていましたが、この三週間で愛撫のシーンは格段に読者の心を摑む描写になって、読むたびに夢中にさせられます」

「それについては、二ノ原さんのおかげだよ。ありがとう」

「い、いえ……」

　素直なお礼の言葉だとわかっているのに、麻衣子は顔が熱くなった。

　それに気づいた祐介がどこか気まずそうに微笑し、微妙な空気が流れる。

「……まぁ、それでも上手く書けなくて申し訳ないが」

　この雰囲気を変えるためか、祐介が小さく笑って「できる限り勉強しているんだけどね」と零した。麻衣子もそれは理解しているからこそ、どう返せばいいのかわからない。

　たとえば、もし本当に最後まで行為に及んだとしたら、祐介の作品はもっといいものになるのだろうか。

　あの翌日と同じ考えが過り、麻衣子はひとり呆れてしまう。

（さすがにそこまではできないよ……。いくら私が先生のことが好きでも、先生はそうじゃないんだから）

　あんなことまでしたって、麻衣子には最後まで許してしまえるほどの勇気はない。

　人によっては、たいして変わらないことかもしれないが、麻衣子にとっては違っていた。

（付き合ってもいないのに、さすがに最後までは……。それに、あれっきりのつもりだったから、あの日は受け入れられたんだし）

　祐介への想いが大きくなっていることには、気づかないふりをしていた。

　あの行為をきっかけに膨らんだ気持ちを受け入れるのは、少しだけ怖い。

　それに、そのずっと前から抱えている想いだとはいえ、担当作家に対して私的な感情を持ってしまうのは編集者としては失格なのではないだろうか……という不安もあった。

「二ノ原さん？」

「あっ、すみません」

「いや。それで、なにかいい案はある？」

　麻衣子は、眉を下げて口を噤んだ。

　浮かんだ案は、さっき却下したばかり。もちろん、自ら口にする気もない。

「すまない。これは、俺自身が考えるべきことだ」

　表情を曇らせた祐介は、散々悩んでいるのだろう。

　二作目までの評価がいいとは言えず、三作目の配信は延期。そして、肝心の挿入シーンはいつまで経っても書き直してばかり……。

　きっと、誰でも悩んでしまうに決まっている。

　それが祐介のように完璧主義であれば、なおさらつらいのではないだろうか。

「二ノ原さん」

　沈黙した空気を破った祐介を見れば、この間よりもずっと思い詰めたような面持ちをしていた。

　なにを言われるのかわからないはずなのに、麻衣子の脳裏に過った予感が確信に向かって進んでいく。

「図々しいことは承知で言わせてもらうんだが、また協力してもらえないだろうか？」

　それは当たっていて、麻衣子は真剣な双眸を受け止めながら困惑を隠せなかった。

　同時に、とても悲しくなってしまった。

　祐介が作品に真摯に向き合っていることは知っているし、担当編集者としては可能な限り力になりたい。

　そんな思いを抱える一方で、気持ちがなくても最後までできることを突きつけてきた祐介に、麻衣子は胸が抉られるような気がした。

「それは、さすがに……」

　俯き小さくなった声で、なんとか返事を紡ぐ。すると、ため息が落とされた。

「そうだよな……。すまない、君が優しいからといって、さすがに甘え過ぎた……。好きでもない男に、そこまで協力できないよな」

　反省した声音に思わず顔を上げ、そうじゃないということを伝えようとしてためらった。

（違う……）

　好きでもないからできないのではなく、好きだからこそ心のない行為は悲しいのだ。

「すまない。忘れてくれ」

　優しい笑みを向けられて、視界が滲みそうになる。

「そうじゃないんです……」

　涙をこらえる代わりに出たのは、震える本音。けれど、ちゃんと知ってほしかった。

「先生は恋愛経験も豊富そうですし、そういった経験もたくさんあるでしょうから、これくらいなんでもないことなのかもしれません……。でも、私は……」

　言い淀んだ麻衣子の顔を、祐介が覗き込んでくる。

　眉を下げた表情すらかっこよくて、手の届かないような男性を好きになってしまった自分自身がなんだか嫌になる。

「私は……好きな人と身体だけの関係を持てるほど、割り切れません……」

　喉元で止めた言葉を、半ば投げやりな気持ちで口にした。

　悲しみや羞恥、困惑や好きという気持ちが混同していたせいで、あまり可愛くない言い方だったかもしれない。

　祐介は、程なくして目を見張ったあとで、困ったように微笑んだ。

　その雰囲気から、麻衣子は自分の想いが迷惑であることを察したけれど――。

「確かに、二ノ原さんが言ったように思っていた頃があったのは、否定しない」

　祐介は腰を上げて麻衣子のもとに移動し、拳を握っていた小さな手にそっと触れた。

「でも今は、好きでもない女性を抱きたいとは思っていないよ」

「え？」

「わからない？」と首を傾げられて、その綺麗な瞳をじっと見つめた。

　恋愛小説やＴＬ小説で鍛えた想像力は、他人よりは遥かに逞しいという自負がある。

　けれど、祐介の口から明確な言葉が欲しくて、わからないふりをした。

「本当は、もう少し格好がついてから伝えたかったんだが、二ノ原さんに誤解されるくらいならちゃんと言っておきたい」

　悩ましげに見えた面持ちが、真剣なものに変わる。

　そして、大きな手で触れられていた麻衣子の手が、柔らかな温もりに包み込まれた。

「君が好きだよ、とても」

「先生……」

「真っ直ぐに向き合ってくれるところや、仕事に真摯で誇りを持っているところに、ずっと好感を持っていた。作家と編集者という関係で終わらせる気なんて、俺にはなかった」

　優しい笑みに、麻衣子は夢心地になってしまいそうだった。

　祐介の言葉を聞き逃したくない一心で保っている理性は、今すぐにどこかにふわふわと飛んでいってもおかしくはない。

　片想いだ、と思っていた。

　祐介がどんなに優しくしてくれても、あくまで作家と編集者という関係が彼にそうさせているだけで、自分なんて恋愛対象として見てもらえない。

　そんな風に心に言い聞かせ、身の程をわきまえているつもりだった。

　けれど、想いを伝えてくれた祐介の真摯な瞳を見つめていると、頭で考えるよりも先に心が幸せを感じ取り、視界が滲んでいった。

「私も……同じです。先生のことが、とても好きです」

「ああ、こうして言葉にしてもらえるのは嬉しいものだな」

　とろけるような笑顔を向けられて、胸の奥が苦しいくらいに甘く締めつけられた。

　身体は熱を帯びていき、素直な思考はつられたようにはしたない想像をしてしまう。

　ゆっくりと近づいてくる祐介の顔を瞼を閉じて受け入れれば、唇に優しいくちづけが与えられた。

　角度を変えて何度か交わした軽いキスに、心は喜びに震えていた。

　唇を離すとじっと見つめられ、麻衣子も祐介を見つめ返す。

　言葉よりも雄弁な視線に、祐介が少し悩むように眉を寄せたあと、控えめに切り出した。

「君を抱かせてほしい。作家としてではなく、ひとりの男として」

　祐介の真っ直ぐな想いを受け入れたくて、視線はそのままに、彼の手を握り返して指を絡ませていく。

　そのあとで、しっかりと意思を伝えるように、ゆっくりと頷いた。

　初めて入った祐介の寝室は、グレー系のカラーで統一されていた。

　特別なものはなく、大きな窓にクイーンサイズのベッド、それから書斎のものよりも小さな本棚があるだけだったが、きちんと整頓されていて、知的な祐介のイメージ通りだった。

　ベッドの上で向かい合って座り、目が合うと自然と微笑み合っていた。

　どちらからともなくキスを求め、繰り返し重ねていく。

　次第に濡れた音が響き始め、祐介の舌が口腔を割って侵入してきた。

　舌を絡め取り、軽く吸い上げる動きに、麻衣子は呼吸を乱しながらも必死に応える。

「ほら、もっと絡めて」

　キスの合間にそう微笑んだ祐介の声は、艶やかな熱を孕んでいた。

　この間は平気そうな顔をしていたのに、今日の祐介は情熱的に麻衣子を求めてくれている。その事実に、身体の奥がキュッとすぼまるような感覚を覚えた。

「ふぅ……っ、んっ……」

　再び絡んだ舌をきつく吸い上げられ、唇の隙間からは吐息混じりの声が漏れる。

　唇の端からはどちらのものかわからない唾液が伝い、体温はどんどん上昇していく。熱に浮かされた時のように、呼吸をするたびに肩が小さく上下した。

　祐介の手が麻衣子の腕を這い、背中も撫でられる。淡いピンクのカットソー越しの感覚は物足りなさを覚えるが、麻衣子の情欲を煽るには充分だった。

　あの日と同じように結んでいた髪が解かれ、愛おしそうに耳にかけられる。無防備になったそこを舌が辿り、身体がビクリと跳ねた。

「あっ、やっ……ぁ、っ……」

　それだけで漏れる甘い声に羞恥が膨れ、麻衣子は無意識に自分の胸元辺りに置いていた手を、そっと祐介の胸元に移動させた。

　祐介に触れたくて、縋りたくて……。けれど、そこからどうすればいいのかわからない。

「ボタンを外して？」

　至近距離で視線を合わせてきた祐介が、麻衣子の気持ちを見透かすように誘導する。穏やかな声音に、素直に従うことにした。

「あんっ、せんせっ……」

　ボタンに指をかけた直後、祐介の右手がカットソーの裾から侵入してきて、胸をふわりと摑んだ。

　ゆるりと持ち上げたり、軽く指を食い込ませたり。動きそのものは優しいのに、まるで麻衣子の邪魔をするかのように、下着の上から敏感な蕾を引っ掻いてくる。

「ほら、早く」

　急かすくせに、手を止めてはくれない。

　震える指でひとつずつボタンを外す間、緩慢に何度も乳頭を掠められ、指示通りにできた時にはそこはすっかり硬く勃ち上がっていた。

「よくできました」

　瞳を緩められ、額に唇が落ちてくる。嬉しくなって、麻衣子は思わず口元を綻ばせてしまう。

　その様子を横目に、祐介は麻衣子のカットソーとキャミソールを順番に脱がせ、ベッドに横たわらせて鎖骨にくちづけた。

「んっ」

　チュッ、チュッと音を立てていたかと思うと、突然吸い上げられ、赤い痕が刻まれる。

　唇の端を上げた祐介は、そのまま首筋や鎖骨にも吸いつき、同じような印をつけた。

　ブラジャーのホックが外され、締めつけから解放された胸がぷるんと震える。

　あっという間に下着が抜き取られると、無防備な乳房に熱を帯びた視線を感じた直後には、祐介の口腔にツンと尖った先端が飲み込まれていた。

「ふっ、あぁん！　先生……やぁっ！」

「嫌じゃないだろう？　ここは、そんな風に見えないけど？」

　乳頭を口に含んだまま話されて、熱い吐息にすら腰がゾクゾクさせられる。左側は指でこすられ、もう片方は舐められたり歯を立てられたりと、とめどない快感が送り込まれる。

　大きな左手がウエストを這い、肌を弄ぶように蠢いていた。

「麻衣子は、こすられても舐められても噛まれても、しっかり気持ちよくなれるみたいだね」

　そんな恥ずかしいこと、わざわざ声に出さないでほしい。

　けれど、その言葉にすら劣情が煽られ、なにかに追い立てられるような気持ちになる。

　意地悪な上目遣いと視線が合えば、祐介がわざと言葉にすることで楽しんでいるのだと気づき、ますます羞恥が大きくなった。

　脇腹辺りで遊んでいた手が、スカートのサイドにあるファスナーを下ろしていく。

　スカートとストッキングを脱ぐために腰を浮かせれば、祐介が満足げに微笑んだ。

　ショーツの淵を辿るように、脚の付け根や臍の下を手のひらが滑る。物足りなくて膝をすり合わせると、ギラギラとした眼差しがゆるりと歪んだ。

「あぁっ！」

　待ちわびていた秘裂に指が這わされ、甲高い声が飛び出した。

　布一枚を隔てたもどかしい感覚にも、蜜がとろりと零れて下着を濡らす。期待が、ますます高められていく。

　無意識のうちに祐介の背中に回していた手に力が込もり、蜜口から花芯をゆるゆると往復する指を追うように、腰を揺らしてしまっていた。

　早く直接触れてほしくて、このもどかしさに煽られて身体のあちこちが敏感になり、祐介から与えられる感覚を逃すまいと必死になる。

「どうして欲しい？」

「あっ、ちゃんと……」

　はしたなく腰を揺らしているのに、最後まで言う勇気はない。そんな麻衣子の態度をたしなめるように、ショーツを押し上げている突起をカリカリと引っ掻かれる。

「ひゃうっ！　あっ、せんせっ、お願い……触って、っ、ください……」

　すっかり勃ち上がったそこは、それだけでビリビリとした鋭い刺激として捉え、こらえ切れない希望を涙混じりに口にしていた。

「今日は、これで許すよ。でも次は、もっといやらしくおねだりしてもらうから」

　楽しげな声とともに濡れたショーツを剝がれた途端、ひんやりとした空気が陰唇を包み、どれだけ濡らしてしまっているのかを教えてくる。

「ここに触れてほしかった？」

「ひぅっ……！」

　蜜口で愛液を纏わせた指が硬くなった陰核をグリッと押し、腰が大きく跳ねて喉が仰け反った。滲んでいた視界がさらにぼやけ、目尻からは涙が零れていく。

　指の腹で押すようにこすられて、はしたない声とともに蜜がどんどん零れた。その雫がお尻の割れ目に沿って流れていき、皺が寄ったシーツを汚していく。

　二本の指が一気に埋め込まれた時、その圧迫感に声が引きつったが、痛みや苦しさはなかった。膣内を抽送する指が柔壁をこすり、与えられる愉悦に腰は大きく揺れ動く。

　不意に秘部への愛撫が止まったかと思うと太ももを抱えられ、祐介の顔が下に移動した。

　これから自分の身に起こることをすぐに予測でき、麻衣子は言葉を発するのも忘れて目を見張った。

「せんっ、あぁっ……!!」

　蜜を溢れさせる入り口に触れた舌が、あっという間に割れ目を辿って花芽をツンツンと突いた。泣くような嬌声が零れ、強すぎる快感を逃がそうと首を横に振る。

「やぁっ！　きたなっ……」

「汚くないよ。ぷっくり膨らんで、舐められると気持ちよさそうだ」

　まさに、その通りだった。

　舌から下肢に受ける愛撫は、怖いくらいに気持ちいい。

　けれど、他人には決して見せないようなところを好きな人に見られているというのは、言葉にできないほどの羞恥に襲われる。

「やっ、はずかしっ……」

「大丈夫。羞恥は快楽に変わるから」

　なにが大丈夫なのかは、ちっともわからない。

　それでも、陰核に与えられる生々しい刺激に身体は素直に悦び、蜜口からは愛液がどんどん流れていく。

　小説でしか知らなかった行為で与えられる快感は、どれだけ首を振っても逃すことはできなかった。

　硬くさせた舌先で器用に包皮を剝かれた突起は、舐められたり突かれたりするたびに快感を膨れ上がらせ、今にも破裂させられてしまいそう。

　あまりの気持ちよさに腰を逃がそうとすれば、たしなめるように尖りに歯が立てられた。

「はぁんっ！　ああっ、んぅっ！」

　一歩間違えれば痛みが伴いそうなものなのに、祐介の唇や舌と同様、歯でさえも絶妙な力加減で甘い感覚を送り込んでくる。

　先日の行為で知ったばかりの凄絶な快感はやっぱり怖くも感じるのに、この先にある喜悦を覚えている身体は、あともう少しだけ足りないとばかりに腰を躍らせ始めた。

　すると、陰核に与えられる刺激はさらに強くなり、指先まで痺れるほどの感覚に包まれた。

「あっ、ひぅん……あぁっ――」

　追い立てていく祐介がピンク色の肉芽をジュッと吸い上げると、下肢に集まった熱が一気に解放させられ、麻衣子は瞬く間に高みに押し上げられた。

　肩で息をする麻衣子の蜜口にチュッとくちづけた祐介が、ゆっくりと顔を上げる。

　目が合った祐介の視線は劣情に塗れていて、胎内がキュンキュンと疼いた。

「挿れてもいいか？」

　熱い息とともに訊かれて、ゆっくりと頷いた。

「先生のものを……挿れてください」

　恥ずかしさに視線を逸らしながら伝えれば、視界の端に映る祐介が小さく笑った。

　静かな部屋に金属音が響き、衣擦れの音が鳴る。

　恐る恐る視線を移せば、下着を押し上げる屹立が見えた。

　祐介が下着を押し下げると、反り返った陰茎が姿を現し、麻衣子の瞳を釘付けにする。

　興味を見せる麻衣子に薄い笑みを浮かべ、祐介はコンドームを片手に唇にキスを落とした。さっきのように舌を絡ませ、唾液ごと吸い上げる。

「んっ、ぁ……」

　キスに応えていると、陰唇が硬いものでこすられた。

　丸みを帯びた先端が花芽を掠め、思わず腰を押しつけてしまう。

　グチュグチュと淫靡な水音が響き、鼓膜を犯されるような感覚を覚えながら、必死に祐介の陰茎に自身の下肢をこすりつけていた。

　そのうち祐介の腰が蜜口を軽く押すような動きに変わり、硬いものが入ってくる予感を抱いた時、麻衣子の蜜壺が貫かれた。

「あぁっ……っ！」

「くっ……」

　まだ奥まで辿り着いていないのに、麻衣子は祐介の怒張を強く締めつけ、彼の口からは苦しげに息が吐かれた。

　穿たれた楔の形が薄い膜越しにくっきりと伝わってくるようで、その淫靡な感触に蜜がだらりと零れていく。

「……っ、力を抜いて」

　言われても上手くできる気がしなかったが、無意識に止めていた呼吸を取り戻す。

　浅く息を吐いてゆっくりと吸えば、祐介がさらに奥へと侵入してきた。

　甘い声が漏れ、膣内が埋まった分だけ愛液が溢れ出す。みっちりと隙間のない結合部を濡らし、ポタリと落ちていった。

「はっ……っ、動くよ」

　全身の血液が下肢に集中しているような気がして、祐介に必死にしがみついて頷くことしかできない。そんな麻衣子を見て、祐介は雄芯をゆっくりと引き抜くように動かした。

　直後、最奥をめがけるようにして、ズンと楔を打ちつけられる。奥を突かれた瞬間に声にならない声が飛び出し、息が止まるかと思った。

「ふぁ、あ……っ、あんっ！」

「うっ……っ！　あまり締めつけるな……」

「だっ、て……っ」

　そう言われても、自分の意思で身体をコントロールすることなんてできない。

　祐介は言葉とは裏腹に、間を置かずにゆっくりと腰を動かし始め、いやらしく轟いては奥に迎え入れようとする肉壁の感覚を味わうように熱い吐息を吐いた。

　麻衣子の様子を窺うようにしながらも、祐介の腰は止まらない。

　グチュグチュと響いていた音が次第に激しくなっていき、麻衣子は無意識に身体を強張らせてしまう。

「あっ、はぁんっ……」

　淫靡な甘さを携えた喘ぎ声が響けば、祐介の腰つきがそれに応えて見せる。

　緩い抽送から始まった律動は、たちまち速くなっていった。

　柔壁を抉るように、強くこすられる。苦しさも少しだけあるのに、欲望によってグチャグチャにされる膣内は、小さな快感であっても逃さずに拾っていく。

　ギリギリまで引き抜かれた直後には奥まで挿れられ、最奥をノックするようにコンコンと突かれれば、麻衣子は淫らに喘ぐことしかできない。

　ついでとばかりに敏感になりすぎた陰核をこすられ、甘く痺れた身体が弓なりになる。

「やあぁっ！　イっちゃ……っ！」

「くっ、ぁ……っ！」

　ビクビクと腰を戦慄かせ、麻衣子はすぐに達してしまった。

「はぁん！　せんせっ……っ！　だめぇっ……！」

　けれど、祐介は快楽に呑み込まれたばかりの麻衣子を待たず、少しの間だけ止めていた動きを数秒後には再開させた。

　祐介は唇から荒い息を吐き出し、眉根を寄せている。

「だめだっ、俺も待ってあげられない……」

　絶頂の余韻に包まれている中で再びそこに向かっていく身体は、強すぎる快楽に苦しさすら感じているのに、祐介の切羽詰まった声音に陰道がキュンキュンと轟く。

　下肢がぶつかり合うたびに腰が震え、かき回すような動きに全身が痺れていく。

　どこかに意識を飛ばされてしまいそうで怖くなって、祐介にしがみつきながら何度も彼のことを呼んだ。

「あぁぁっ！　これ、深くて……あぁっ！」

　麻衣子の声に応えるように、ますます腰が強く打ちつけられ、再び絶頂が迫ってくる。

「あぁ、あっ！　せんせ……っ、もう……！」

「くっ！　ああ、一緒に……！」

　膣壁を抉るような動きに合わせて、麻衣子も腰を激しく揺らした。

　そうすると、祐介の硬い肌で花芽をこすることができ、ますます喜悦が押し寄せた。

　グッチュグッチュと泡立つような水音が、繋がった下肢から響く。ふたりで奏でる淫靡な演奏は羞恥と快楽を煽り、膣壁がキュウキュウと雄芯を締めつけた。

　腰をねじるように最奥に向かって進められて、強く叩きつけられる。

　眉根を寄せる祐介に、心と身体が悦びに震えた。

「麻衣子……っ！」

「やぁっ、ふぁっ……！　あぁっ――！」

「うっ……はっ……！」

　ギュッと抱きしめられて耳元で落とされた低い声を合図に、麻衣子の肢体は凄絶な愉悦に襲われ、狭い膣内を収縮させた。

　直度、限界まで大きく張り詰めていた陰茎がビクビクと震え、脈動とともに吐精した。

　麻衣子が重く怠い身体に引きずられるように瞼を閉じれば、労わるようにそっと唇にくちづけが落とされた――。

　ぼんやりとした意識の中、ゆっくりと瞼を開く。

　気怠い身体と覚醒し切らない思考では、自分が今どこにいるのかをすぐには把握できなかった。

「ああ、目が覚めた？」

　しかし、それは数秒後に聞こえてきた声によって解決し、同時にパニックに陥ってしまいそうだった。

「身体は平気？」

「へ、へいき……です」

　自身がなにも身に纏っていないことを理解し、いつも使っているものとはまったく違う香りを放っているベッドの中に潜りたくなった。

　そんな麻衣子を抱きしめている祐介は、とても穏やかな笑みを浮かべている。

（私……先生と最後まで……！）

　羞恥で叫びたくなるのをこらえ、どんな顔をすればいいのかわからなくて顎を下げれば、たしなめるように掬われた。チュッという音とともに、唇にキスが落とされる。

「麻衣子、って呼んでもいい？」

　柔和な声に鼓膜が包まれ、麻衣子は祐介と両想いになれたのは夢じゃないのだと思い、嬉しさと照れ臭さの狭間で小さく頷いた。

「まぁ、さっき何度か呼んでいたんだけど」

　そういえば、情事の最中に名前で呼ばれていた。

　同時に、さっきまでのことが鮮明に蘇り、頬が熱くなってくる。

「……って、今何時ですか!?」

「大丈夫、十七時前だよ。打ち合わせが長引いたというほどの時間でもないはずだ」

　確かにそうだが、仕事で来ているのに祐介に抱かれ、さらにはそのまま眠ってしまっていたなんて、麻衣子にとってはあるまじきことだった。

「でも、麻衣子は気になるだろうから、今から支度をしてすぐに戻るといい」

「え？　でも、打ち合わせがまだ……」

「いや、もう大丈夫だ。さっきの麻衣子を見ていたら、書けそうな気がしたよ」

「えっと……」

　顔中に血液が集まったような気がして、祐介の顔をまともに見ることができなくなる。

　一方、祐介はどこかすっきりしているように見え、声音からもやる気を覗かせていた。

「ただ、この前みたいに少しだけ感覚について教えてくれると嬉しい」

　麻衣子は祐介からわずかに視線を逸らしたまま「わかりました」と答え、会社に戻るまでに平静を装えるかということを心配しながら、帰り支度を始めた。

「原稿は数日待ってくれ。今週中には必ず送るよ」

　麻衣子が書斎で質問に答えたあと、パソコンから顔を上げた祐介がお礼を紡いでから笑みを見せた。この分だと、きっと早々に原稿はもらえるだろう。

「あの、先生……」

「ん？」

「私たちの関係なんですけど……。しばらくは、秘密にしておきたいんです」

「どうして？」

　玄関先で見送ってくれようとした祐介に切り出すと、案の定、怪訝な表情を向けられた。

　麻衣子は少し戸惑い、言葉を選ぶように口を開く。

「その……担当作家と編集がこういう関係になるのって、あまりよくないかなって……」

　嘘は言っていない。ただ、麻衣子の本音はもっと他のところにあった。

　確かに、担当作家と付き合うなんて、どことなく後ろめたい気持ちがある。

　けれど、それ以上に、祐介のような有名な作家と平凡なアラサー女子である自分が付き合うことになってもいいのかと考えると、あまり胸を張れないような気がしたのだ。

「俺は、別になんの問題もないと思うよ。むしろ、俺としてはこんなに可愛い恋人ができたことを自慢したいくらいだ」

「えっ？　あっ、か、からかわないでください……！」

「からかってない。本心だよ」

「んっ……！」

　腕をグッと引き寄せられ、唇を奪われる。

　そのまま舌に侵入されて口腔を舐められ、歯列をなぞられる。まるで、麻衣子の劣情を呼び起こすようなキスが与えられた。

　すぐに息が上がった麻衣子を余所に、唇を離した祐介はどこか余裕そうに微笑み、「仕方ないな」と唇の端を上げた。

「麻衣子がそうしたいなら、しばらくはふたりだけの秘密にしよう。でも、その代わり、ふたりきりの時は名前で呼んで」

　甘く優しい笑みに、胸の奥が高鳴る。

　ついでに小首を傾げられて、どこかあざとさすら感じる表情なのに、つい頷いていた。

「じゃあ、今呼んでみて」

　すると、祐介が麻衣子の唇に触れてきた。ゆっくりと唇をなぞる指先に、鼓動が大きく鳴っては思考を奪おうとしてくる。

「え、あ……ゆ、祐介さん……」

　たどたどしい呼び方だったが、祐介は瞳を怪しげに歪めてにっこりと笑った。

「いい子だ」

　そろりと唇を撫でられた瞬間、肩を竦めるようにして吐息を漏らしてしまう。

「でも、そういう可愛い顔は、俺以外の男の前では見せないように。わかった？」

　そんな風に言われても、自分がどんな顔をしていたのかなんてわからない。けれど、返事をしなければいけないと悟り、「はい」と小さく答えた。

　もう一度「いい子だ」と口にした祐介が、艶やかな笑みを浮かべたあと、指先で辿った唇にくちづけを落とす。

「じゃあ、また連絡する」

「はい」

　名残惜しさを振り払って祐介の家を後にし、会社へ急いだ。

　身体はまだ余韻が残っていて気怠い感覚に包まれているのに、心はふわふわと羽が生えたように軽く、記憶を反芻してはどこか夢心地になっていた。
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　祐介が原稿データを送ったのは、それから二日後の木曜日の早朝ことだった。

　挿入シーンだけでなく愛撫シーンもより入念に見直し、修正を入れ、一部はごっそりと書き直したが、二回の読み直しを入れても二日で仕上げることができた。

（まさか、ここまで早く書けるとは思わなかったな）

　自分自身を追い込むためにも『今週中』と約束はしたが、少なくとも土曜日にはなるだろうと思っていた。しかし、蓋を開けてみれば順調に進み、二回のチェックをしなければ昨夜にだって送れていただろう。

　原稿を添付したメールに【確認後に電話をしてほしい】ということを書いておいたから、今日中に電話がかかってくるに違いない。

　仕事の早い麻衣子のことだ。むしろ、午後には電話をもらえるような気がしていた。

　そして、祐介の予想通り、十四時になる前に麻衣子から着信があった。

『お世話になっております、さざなみ出版の二ノ原です』

「そんなに他人行儀な挨拶なんてしなくても。恋人への電話とは思えないね」

『……っ！　い、今は、会社ですから……』

　わざとからかってやると、麻衣子が息を呑み、慌てたように声をひそめたのがわかった。

　その表情が手に取るように想像でき、祐介は込み上げる笑いをこらえるために肩を揺らしてしまう。

『あの……ユウ先生？　聞いていますか？』

「ああ、聞いているよ。じゃあ、今日は仕事の話をしようか。原稿はどうだった？」

『あのっ、すっごくよかったです!!』

　途端、麻衣子の声が飛ぶように弾み、明るい声音がスマホ越しに伝わってきた。

『エッチシーンが本当に見違えるほどよくなって、とても共感できました！　ヒロインへの愛が溢れているのがすごく伝わってきましたし、最後のエッチシーンなんて本当にキュンキュンできたので、特に女性は心も身体もドキドキできること間違いなしですよ!!』

　興奮した話し方からは本音であることが見て取れるものの、〝愛が溢れている〟だの〝キュンキュンできた〟だのという感想は、三十過ぎの男である自身にはさすがに気恥ずかしくて、少々むず痒いような気持ちにさせられる。

　それでも、ようやく麻衣子が心から褒めてくれたことが嬉しかった。

「よかった。君がそう言ってくれると心強いよ」

『これなら、売れます！　今度こそもう、エッチシーンが微妙だなんて言わせません』

　力強い言葉からは、責任感が伝わってくる。

　なかなか上手く書けずにいた自身のせいで、麻衣子は随分と気を揉んだことだろう。

　だが、いつだって向き合ってくれていたことに感謝の念が尽きない。

『それで、イラストレーターさんは、前回と同じ方にお願いしようかと思っています。先生の作風にぴったりですし、やはり人気のイラストレーターさんとリベンジしたいので』

「ああ。それは、すごくありがたいよ」

『構図などはこちらで相談させていただくつもりですが、先生もなにか案がありましたらおっしゃってください』

「一応考えておくが、この辺りは君に一任したい。俺よりも麻衣子の方が詳しいだろう」

『わかりました！　ご期待に沿えるように頑張ります！』

「楽しみにしているよ」

　期待と信頼を寄せたことが嬉しかったのか、麻衣子の声には喜びの色が浮かんでいた。

　きっと、満面の笑みでいるのだろうと想像すると、自然と頬が綻んでしまう。

『発売日が九月に決まったので、校正などを考えるとスケジュールは少しきついかもしれませんが、大丈夫でしょうか？』

「ああ。俺のせいで迷惑をかけてしまったから、できる限り対応させてもらうよ」

『では、よろしくお願いします。修正点を書き込んで、すぐにお戻ししますので』

「わかった。ところで、麻衣子。君、土日は休みだったよね？」

『あ、はい。一応、そうですが』

　麻衣子の答えに、唇の端が上がる。彼女をどう誘惑しようかと考えて、すぐにそのまま伝えるのが一番よさそうだと思い至った。

「じゃあ、明日の夜はうちにおいで。泊まっていくといい」

『え？』

「せっかく恋人になれたのにこの間はゆっくり話す暇もなかったから、ふたりでワインでも飲んで話さないか？　もちろん、外がよければそれでも構わない」

　どちらにしても家に連れ帰るから、と心の中で呟くと、麻衣子は少しの間沈黙したあとで『あの……』と再び声をひそめた。

　程なくしてガタガタと音が鳴り、雑音のようなものが聞こえてきた。なにかあったのだろうかと眉を寄せると、『祐介さん？』と控えめに呼ばれ、不覚にも鼓動が大きく跳ねた。

　恋人としての会話を交わそうとしたのは自分自身だが、社内にいる麻衣子が名前で呼んでくれるとは思ってもみなくて。虚を突かれて、呼吸を忘れそうになった。

「どうした？」

『もう……。祐介さんが急にあんなこと言うから、びっくりして廊下に出たんです』

　頬を赤らめ、困惑した顔になっているに違いない恋人は、どうやら人目につかないように席を立ったらしい。それを想像するだけで幸福感に包まれ、緩んだ笑みが零れた。

「わざわざ席を立ってくれたのか」

『だって、祐介さんが泊まっていくといい、なんて言うから……』

「ああ、俺に抱かれるところを想像した？」

『ちっ、ちがっ！　そんなんじゃ……』

「そう、残念。俺は想像したのに」

『え？』

「この間みたいに麻衣子を抱いているところ」

『……っ』

　わざと声をひそめて低く囁いてやれば、麻衣子が息を呑んだようだった。

　仕掛けたのは自分自身なのに、身体が獰猛さを孕んだ甘い熱に侵されていく。

　今すぐにキスをして、全身を撫でて舐めて、思う存分愛でたい。奥まですべてを暴くように貫き、めちゃくちゃにしてやりたい。

「だから、俺に抱かれにおいで」

『は、はい……』

　羞恥に塗れながらも従順に答える麻衣子が、ひどく愛おしい。

　もし、今目の前にいたら、きっと本当に壊してしまうほど抱いたのではないだろうか。

「待っているよ」

　それをおくびにも出さずに余裕の態度で返したつもりだったが、劣情が顔を覗かせた心と身体は麻衣子を欲していた。

　　　＊　＊　＊

　祐介と想いが通じ合ってからまだ数日しか経っていないとはいえ、麻衣子は未だに彼が恋人だなんて信じられなくて、どこか夢心地だった。

　仕事はもちろん、真面目に取り組んでいる。けれど、何度も祐介のことを思い出しては甘いときめきに心を包み込まれ、思考が業務から離れてしまいそうになっていた。

　どうにか一週間を乗り切り、約束通り祐介のマンションに向かえば、彼が笑顔で出迎えてくれた。Ｔシャツにスウェットというラフな格好の祐介は、シャワーを浴びたところらしい。

「こんばんは」

「お疲れ様。夕飯の前にシャワーを浴びてくるといい。お湯も張ってあるから、遠慮せずにゆっくりしておいで」

　ここに来る前に買ったデパ地下の総菜を渡すと、緊張していることを見透かされたのか、バスルームに押し込まれてしまった。

　戸惑いながらも疲労が溜まった身体は誘惑に抗えず、甘えさせてもらうことにする。

　広いバスタブは麻衣子が脚を伸ばしてもゆとりがあり、バスソルトを入れてくれたらしい湯舟からはラベンダーの香りが立ち込めていた。

　グレー系の壁に囲まれたバスルームはとても落ち着いた雰囲気で、祐介の寝室とよく似ている。ふと、寝室のベッドのことまでしっかりと思い出してしまい、温まった身体がさらに熱くなっていくような気がした。

（きっと、今日もしちゃうんだよね……。って、なんだか私、欲求不満みたいじゃない！）

　心の中のひとり言に首をブンブンと横に振り、深呼吸をして落ち着こうと試みる。けれど、緊張は増すばかりで、鼓動は忙しない。

　今の自分の顔を見られたくないような気もするのに、祐介の顔は早く見たくて、相反する気持ちに悩んだあと、すぐに後者が打ち勝った。

　バスルームを出てリビングに行くと、テーブルの上にはパスタが置かれていた。

「簡単なものだが、作ってみたんだ」

「嬉しいです。祐介さんって、お料理されるんですね」

「数年前に、調理師を主人公にした作品を書いたことがあって、その時からたまにね」

「あ、それなら発売当初に読ませていただきましたよ！」

　小説を書くためなら妥協しないという祐介らしい答えに、麻衣子は自然と微笑んでいた。

「そうか、ありがとう。じゃあ、食べながら感想を聞かせてくれないか？」

「もちろんです。いつか感想を言いたいと思っていたので」

　ふたりで向かい合って座り、パスタを口に運ぶと爽やかな風味が鼻を突き抜けた。

　生ハムとモッツァレラチーズが載ったパスタは、レモンで香りづけされているようだ。麻衣子が持参したデリサラダやカルパッチョとも相性がよく、弾む会話とともに箸が進む。

　笑顔で話す祐介を見ていると、彼のことを知りたいという気持ちでいっぱいになった。

　よく考えてみれば、田沢に紹介されて祐介を担当するようになってから一年以上が経っているのに、お互いのプライベートはほとんど知らない。

　それが当たり前だとわかっていても、祐介のことをひとつでもたくさん教えてほしい。

　気持ちは逸るが、祐介に落ち着きがないと思われてしまうのは嫌だった。

　知的でかっこよく、自身には勿体ないような素敵な人だからこそ、自分も祐介に見劣りしないような振る舞いをしたい。

　それに、夜は長い。今夜は、たくさん話せるだろう。

　夕食のあとは、お酒を片手に本の話で盛り上がった。

　作家と編集者という関係ではあるが、あまりお互いの好みなどを話したことはなく、麻衣子はこれを機に祐介の担当をする前から彼のファンであることを告白した。

「私、ミステリーやホラーはあまり手を出したことがなかったんですが、先生の作品だけは全部読破しています。先生の作品はどんどん引き込まれて、続きが気になって仕方ないんです。ミステリーが好きになったのは、先生のおかげなんですよ」

「そんなに褒めてもなにも出ないぞ」

　麻衣子が「でも本心ですから」と笑うと、祐介は瞳を緩めた。

「私、先生の担当をさせてもらえると決まった時、ミステリーに負けないくらいの作品を書いてもらえるようにサポートしようって思ったんです。三作目はこれまでで一番の出来ですから、きっと大丈夫です！　だから、先生もそのつもりでいてくださいね！」

「麻衣子がそう言ってくれると心強いよ」

　穏やかに破顔されて、つられて頬が綻ぶ。ところが次の瞬間、祐介の瞳の奥が怪しく光ったように見えたかと思うと、そっと手を取られた。

「でも、今夜は〝先生〟じゃないだろう？」

　見つめられたまま指を絡められ、くすぐるようにゆるゆると動かされる。手のひらを掠める指先に背筋がゾクリと粟立ち、端正な顔からはいつもの優しい雰囲気が消えていた。

「ほら、この間教えた通りに呼んでみて」

「祐介さん……んっ……」

　緩い刺激と淡い羞恥で声が小さくなると、手のひらを爪で優しく引っ掻かれた。そんな悪戯にも吐息が漏れ、麻衣子の頬が熱くなっていく。

　祐介の双眸に見入っていると顎を掬われ、くちづけが落とされた。

　唇を舐められ、舌が唇の隙間をツンと突いてくる。素直に口をそっと開けば熱い塊が押し入ってきて、舌先で口腔をくすぐられた。

「んっ、あっ……」

　歯列をなぞり、舌を絡めて吸われ、口内をじっくりと堪能されてしまう。合間に漏れる声が鼓膜に響き、麻衣子の身体は甘やかな熱を呼び起こし始めていた。

　ゆっくりと唇が離れると銀糸がお互いを繋ぎ、程なくしてぷつりと切れた。

　どちらのものかわからない唾液が、麻衣子の唇から顎先に向かって垂れていく。祐介はそれを親指で拭い、ゆるりと唇の端を上げた。

「麻衣子。ベッドに行こうか」

　低い囁きに、身体の芯がズクンと疼いた。

　祐介が望んでいるものと自身が欲しているものは、間違いなく一致している。

　もちろん拒む理由は欠片もないが、羞恥に染まる頬を隠すように瞳を伏せて頷いた。

　明るく照らされた部屋を暗くしてほしいとお願いしたのに、祐介は「この間も明るかっただろう」と笑い、反論は受け付けないと言わんばかりに麻衣子をベッドに縫いつけた。

「それに、俺は麻衣子の姿をじっくり見たい」

　熱を帯びた眼差しを向けられて、無意識に熱い吐息が零れる。

　けれど、こんなにも真っ直ぐに求められてしまえば、従順にさせられるまでにそう時間はかからない。なにより、どこか余裕なさげに欲してもらえることが嬉しかった。

「ふ、っ、はぁ……」

　祐介の背中に腕を回せば、彼はすぐに麻衣子の唇を奪いにきた。最初から激しいキスは下肢を疼かせ、早くも物足りなさを抱き始めていた。

　肌触りのいいパイル地のルームウェアは早々に剝がれ、その間も身体のあちこちを這う大きな手は、麻衣子の劣情を煽ってくる。

「はんっ……あっ！」

　唐突に胸を揉まれ、まだ勃ち切っていない先端をつままれて、ピリリとした刺激が走った。

　キスをしていた唇は首筋に移動し、片方の胸はその柔らかさを堪能するように揉まれたまま、反対側の蕾はクリクリといじられる。

「ここは、どんな感じがする？」

「あんっ、あっ……それは、っ……この前もっ……」

　この間も答えたことを再度訊かれ、意地悪な質問に羞恥が大きくなる。

「こすられるのとつままれるのとでは、どんな風に違う？」

「やぁっ、わからなっ……」

　首を横に振ってイヤイヤと訴えるが、祐介の顔つきはどんどん楽しげなものに変わっていく。麻衣子はうっすらと滲む視界に映る祐介に、眉を寄せた表情を向けた。

「それとも、麻衣子はこっちの方が好きだったか？」

　わざとらしく見せつけるように伸ばされた舌が、蕾に辿り着くギリギリで止められる。

　焦らされることに乳頭は震えているかのような感覚に包まれ、祐介の背中に回したままの手で縋りついた。

「お願い……意地悪しないでください……」

「そういうのは逆効果だって、わかっているのか？」

「あぁんっ！」

　向けられていた笑みが歪み、一気に乳首を吸い上げられた。ほんの少し焦らされただけなのに、それすらも甘い刺激となって麻衣子を追い立てていく。

　先端の周りをクルリとなぞり、何度か歯を立てられ、下肢を包む下着をはしたなく濡らす。

　反対の蕾は指の腹や爪で丁寧に捏ねられ、念入りに刺激を注入されていくうちに、麻衣子の乳頭はどちらもしっかりと勃ち上がり、ぷっくりと赤く腫れていた。

「んっ、祐介さんも……脱いで……」

　ずっとチラチラと鎖骨を覗かせていたＴシャツを捲れば、祐介は麻衣子にされるがままそれを脱ぎ、麻衣子の下着に手をかけた。

　生地の縁をなぞられ、もどかしさに耐える余裕がない麻衣子は、膝をすり合わせてしまう。

「触ってほしい？」

　するりとショーツを奪われたことに期待が高まり、羞恥に塗れながらも素直に頷いて見せる。けれど、祐介は甘やかで意地悪な笑みを見せた。

「じゃあ、どこを触ってほしいか教えて？」

　とても優しい声音で、恐ろしいことを言う。言葉で伝えるのも、仕草で表現するのも、麻衣子にはハードルが高くて眩暈がした。

「ひぅっ……」

　ためらう麻衣子を急かすように、祐介が剝き出しの下肢に膝を入れてきた。思わず腰を引きながらも、痺れるような感覚がもっと欲しくなる。

　自分から教えるのは、顔から火が出そうなほどに恥ずかしい。それでも、きちんとお願いすれば、きっとあの甘く痺れる快感を与えてくれる。

　とろける思考を陥落させられたのは、あっという間のことだった。

「あの……」

　おずおずと下肢に手を伸ばし、薄い茂みの先を震えそうな指で差す。軽く触れてしまった下生えはすでに濡れていて、背筋がゾクゾクと粟立った。

「ここ……触ってほしい、です……」

　ギュッと目を瞑りたくなるのを我慢し、掠れる声で欲望を紡いで祐介を見つめる。

　直後、祐介は吐息とも笑いともつかないものをハッと吐くと、うっすらと笑みを浮かべて麻衣子の下肢に手を伸ばした。

「いいよ。麻衣子が想像している以上に感じさせてあげる」

　獰猛さを孕んだ言葉に目を見張った瞬間、待ち焦がれていた刺激が襲いかかってきた。

「ひっ、やぁぁぁ……っ！」

　一気にかき分けられた茂みを一瞬で越え、包皮で隠れた花芯をグッと押される。それだけで下肢から痺れるような刺激が駆け抜け、背中が弓なりになってつま先が丸まった。

「あっ、あぅ、んぅ……っ」

　クリクリと回すように捏ねられ、包皮が丁寧に剝かれていく。強く押されているわけじゃないのに、鋭すぎる刺激に嬌声は止まらず、身体がビクビクと跳ねた。

　そのうちに指も二本挿入され、膣壁を探るように轟いた。顔を出した肉芽は念入りに嬲られ、愛液を垂らす蜜壺はグチュグチュと音を立てられる。

　お腹側を狙うように指を曲げられると、瞳に涙が溢れた。

「あぁぁっ――」

　為す術もなく頂点に押し上げられていき、襲いくる快感を逃せない。快楽の高みに備えるように身体に力を入れれば、ひと際大きな波に呑み込まれてしまった。

「時間はたっぷりあるんだ。もっと、麻衣子が感じるところを教えて」

　不意に妖艶に微笑まれ、耳元に唇が寄せられる。

「今日は、他の体位でしてみようか。せっかくだから、勉強させてほしい」

　疑問形のはずなのに、耳に舌を這わされた麻衣子が選択肢をひとつしか与えられていないかのように頷けば、祐介が満足げにふっと笑ったのがわかった。

「え？　祐介さん、なにを……」

「後ろからしたことはある？」

　身体をひっくり返されて腰を持ち上げられ、麻衣子は目を小さく見開きながらも首を横に振る。すると、祐介が「じゃあ、初めてか」と嬉々とした声で零した。

「んっ……」

「ほら、もっとお尻を高く上げて」

　あられもない姿になっている自身を想像して、クラクラと眩暈がしたのに……。後ろから抱きすくめられて硬くなった欲望で秘裂を撫でられると、はしたない身体はこれから与えられる甘い感覚を期待し、素直に欲情して震えてしまう。

　戸惑いつつも従順にお尻を突き上げれば、祐介が「いい子だ」と満足そうな声を零した。

「挿れるよ」

「んっ、早く……」

　待ち切れなくて腰をくねらせる麻衣子の蜜口に、祐介は反り返った陰茎をこすりつけて蜜を纏わせたあと、ゆっくりと腰を押し出した。

「はあぁ……あぅ……」

「くっ……！　こら、そんなに力を入れないで」

　後ろからの圧迫感に、麻衣子は全身に力を込める。祐介に苦しげに息を吐かれて力を抜こうとしても、呼吸すら止めてしまいそうだった。

「麻衣子……」

「あっ、ゆうすけさっ……！　ふぅ、あっ……」

　背後から伸びた手が柔らかい胸を揉み、手のひらが先端を掠める。もどかしい刺激に焦れた下肢が祐介を欲し、無意識にお尻を振りながら彼を迎え入れようとしていた。

「ああっ!!」

　ズンッと一気に押し入ってきた怒張が奥をこじ開けようとする感覚に、麻衣子は高い声を上げて背中を戦慄かせた。

「はっ……！　うっ……きついな……」

　そろりと臀部を撫でられ、くすぐるような刺激でしかない感覚にも膣壁がキュウキュウと震える。同時に、祐介の陰茎の太さや硬さがくっきりと伝わってきて、みっちりと埋まっている結合部からだらりと蜜が零れた。

「どんな感じがする？」

「あっ……深くて、っ……おくっ……当たって……」

「ああ、俺も深くて気持ちいい。でも……このままはつらいから動くよ」

　腰を引いた祐介が再び屹立を深くに突き刺し、麻衣子の視界がチカチカと弾けた。

「やぁぁぁぁ……っ！」

「はっ、たまらないな……」

　甘く鋭い刺激が身体を突き抜け、ビリビリと痺れるような快感を送り込んでくる。抽送を繰り返す怒張は大きく膨らみ、逃げ場のない快楽は気持ちよすぎて、呼吸が上手くできない。

　肌同士がぶつかるたびにパンパンと音が鳴り、同じようにグッチュグッチュと水音が響く。本能のままに交わる様は、動物的な感覚を植えつけられているような気がした。

「ナカがキュウキュウして、俺に絡みついてくるよ。食いちぎられそうだ……。でも、麻衣子はこっちの方が感じるか？」

　激しい律動の音で掻き消されそうだったけれど、祐介の声には荒い息が混じっていた。

　落とされたばかりの言葉の意味を理解するよりも早く、麻衣子の胸を愛撫していた手が右側から下肢に移動し、ぷっくりと勃ち上がっているしこりを撫でた。

　しとどに濡れたそこはよく滑り、強烈な快感を送り込んでくる。

「あぁぁっ！　ふぁっ、やぁ、っ……」

　苦しいくらいに痺れた身体が上に逃げようとすれば、祐介の左手がたしなめるように腰をグッと引き寄せて抱く。決して逃がすまいとする恋人の手に胸は高鳴るが、身体に与えられる刺激を逃す場所を求めてしまう。

　速くなる律動とともに陰核も嬲られ、肉壁は収縮を繰り返して再び高みに向かっていく。

　最奥を穿つ動きにいつしか麻衣子も息を合わせ始め、無意識のうちに腰を動かしていた。

　押し寄せる快楽に溺れて淫らに踊るふたりは、いやらしい水音と肌同士がぶつかる音を何度も重ねながら、同じ高みを目指して昇っていく。

「ゆっ、すけさっ……もうっ……」

「……っ！　ああ、一緒にっ……！」

　歯を食いしばるように零された声が鼓膜を震わせ、汗に塗れたお互いの身体がぴたりとくっつくように重なり、耳孔に舌が差し込まれる。

　凝り固まった肉芽をクリクリと捏ねくり回され、雄芯がグチュグチュと激しく抜き挿しされては、麻衣子を限界まで追い込んでいく。

　チュクチュクと響く音が鼓膜までをも犯し、脳は靄がかかるように白んでいった。

「あぅ、んぅっ、はあぁっ、やぁぁっ！　もっ、イっちゃ……っ――！」

「麻衣子っ！　俺ももう……！　くっ――」

　凄絶な愉悦が麻衣子の四肢を貫き、全身を大きく震わせて達した。同時に、陰茎がビクビクと脈動し、ゴム越しでもわかるほどの勢いで激しい飛沫を上げた。

「あ、んっ……」

　ずるりと楔が引き抜かれ、大きな手による支えを失った麻衣子は、シーツに吸い寄せられるように身体を横たえたけれど――。

「……まだ、終わりじゃないよ」

　そんな恐ろしい声が降ってきたかと思うと、次の瞬間には天井を仰がされていた。

「やっ、祐介さんっ……！　もう、むり……」

　微かな恐怖を感じるほどに、身体はまだ痺れている。けれど、視界に飛び込んできた祐介の怒張は、一度果てたとは思えないくらいに獰猛な姿を保っている。

　祐介は手早くコンドームを着け替えると、艶やかに微笑んだ。

　もう無理だと思うのに、その猛々しい楔で陰唇や蜜口をこすられると、絶頂の余韻に包まれた身体がふるりと戦慄いてしまう。

「ほら、ちっとも収まらないんだ……。麻衣子、もう一度、君のナカに入りたい」

　欲情に塗れた瞳と甘く低い声の誘惑には、きっと抗えない。

　その予感は正しく、麻衣子は自ら祐介を迎え入れようと膝を抱えていた。

「ああ……麻衣子のここ、すごく濡れているね。ヒクついて、俺を誘ってくるみたいだ」

　丁寧に説明されて羞恥で頭がおかしくなりそうなのに、腰は自然と揺れていた。

　唇同士をこすり合わせた直後、蜜口から押し入ってきた屹立が蜜壺を埋めていき、ゆっくりと最奥を目指して進んでいった。

「ふぁ、あんっ……」

　目尻からは涙が零れ、下肢からジンジンとした甘い痺れが全身を駆けていく。膣壁はキュウキュウと陰茎を締めつけ、祐介は快感に浸るような恍惚の笑みで麻衣子を見下ろした。

「はっ、くっ……。これは……あまり保たないかもしれないな……」

　その表情に胸が締めつけられ、心も身体もキュンキュンと震える。気持ちよくてたまらず、限界だと思っていたはずなのに、グチャグチャになるくらい奥を突いてほしいと思った。

「んっ、祐介さ……っ、うごいて……」

　たどたどしい言葉が吐息とともに零れ、祐介は息を詰まらせるように歯嚙みした。

　妖艶な微笑みを浮かべた祐介が、ゆっくりと腰を引いていく。

「煽ったのは麻衣子だからな？　覚悟しろよ」

「あぁぁっ――！」

　奥深く貫かれ、指先まで痺れるような感覚が麻衣子を襲った。

　凄絶な愉悦は暴力的で苦しいのに、身体はもっと先にあるものを求めている。それに素直に従うように腰を淫らに揺らせば、祐介は眉根をグッと寄せて吐息を漏らした。

　その艶やかな顔をもっと見たくて、麻衣子は祐介の腰に両脚を巻きつけ、欲望のままに身体を躍らせる。すると、陰核が硬い下腹部によって撫でられ、愛液が勢いよく溢れ出した。

「あぅっ、はぁん……！　祐介さん……っ！」

「覚悟しろって言っただろう？」

　滾った欲望で柔襞を抉られ、腰をねじるようにして蜜壺をかき回されると、卑猥な音が響いて蜜が零れていく。息を詰めてしまうほどに身悶え、全身が激しく揺さぶられるたびに意識が追いやられそうになった。

　息をするのも苦しいのに、麻衣子の腰は止まらない。

　最奥を突かれるたびに、もっと深く強く抉ってほしくなる。

　そんな麻衣子の期待に応えるように、祐介も激しい動きを保ったままで、眉根を寄せた彼の表情はひどく扇情的だった。額や顎のラインを伝う汗すらも、色気を醸し出している。

「はぁんっ！　ゆっ、すけさ……もっと……おくっ！」

　祐介の欲情と興奮を視界と身体で感じ取り、まるで自分の言葉だとは思えないようなおねだりが、自然と口から飛び出していた。

　麻衣子の中に羞恥はなく、恥も外聞もどうでもよくなってしまっていた。ただただ、甘く淫らな行為に耽っていたい。それほどまでに、この快楽に溺れ切っている。

「はっ、いいっ……！」

「あんっ、それ……！　きもちいっ……っ！」

　祐介が快感を貪るように動けば動くほど、麻衣子の四肢に甘く深い喜悦が広がっていく。

　お互いに同じ場所を目指しているせいか、腰の動きは絶妙にぴったりで、どうしたって気持ちがいい。膨れすぎた快感が弾ける瞬間は、すぐそこまで来ていた。

　子宮に届く律動が強烈な痺れをもたらし、神経が下肢に集中する。

　奥を突かれるたびにジンジンとして、我慢できない嬌声が叫び声に近いものに変わり、脳天まで真っ白になっていく。

「ひっ、あっ、あぁっ！　もっ、だめっ……！　やぁぁっ――！」

　ひと際強く最奥を穿たれて、視界いっぱいに激しく火花が散った。

　頭の芯まで痺れて身体は大きく仰け反り、気が遠くなるほどの快感に包まれていく。

　愛液が飛び散り、終わりがないのかと思うくらいに長く深い絶頂が襲ってきて、一向に快感が収まる気配がなかった。

「はぁっ、くっ……！　うっ……！」

　淫靡な吐息混じりの声が祐介の唇から零れ、蜜壺の中で大量に欲望が吐き出された。

　祐介もまた、深く大きな喜悦に陥っているようだった。

　お互いに荒い息を繰り返しながらそっとくちづけを交わしたあと、麻衣子は痺れたままの身体に限界を感じて瞼を下ろしていく。

　視界が暗くなる直前、祐介が優しく微笑んでくれたような気がした。
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　作業は順調に進み、予定通り九月上旬に祐介の三作品目が発売された。

　翌日には、大手電子書籍サイトのデイリーランキングで三位にまで上り詰め、配信から三日目に一位に躍り出たかと思うと、あっという間にレビューが書き込まれた。

　その内容は【最高によかった！】や【エッチシーンが特にキュンキュンした！】というもので、一週間もすれば同じようなレビューが増え、ついには週間ランキングでも一位を獲得した。

「先生、すごく順調ですよ！　週間ランキングでも一位ですし、レビューもたくさん書き込まれています」

「ああ、毎日いくつかのサイトを確認しているが、そのようだな」

　レビューは、酷評が多かった前作までとは打って変わって、星の数は五つばかり。そうなると、つられて読む読者もいるだろう。

　電子書籍サイトのランキングはもちろん重要ではあるが、特にＴＬジャンルのように面と向かって話しにくい作品は、ネットでの口コミの力が強い。現に、ＳＮＳでは祐介の作品の感想を言い合う人がちらほらいて、麻衣子はそれを覗いては手応えを感じていた。

「まだ電子書籍サイトの方はどれくらいダウンロードされているかわかりませんが、週間ランキングの一位となると、今後も伸びると思います」

「ありがとう。君のおかげだ」

「いえ……。あの、これは先生の実力です」

　微笑む祐介を前に、麻衣子はつい恋人気分になってしまいそうで、慌てて気を引きしめた。

　初めて祐介の家に泊まりにきてから約二ヶ月が経ち、その間に何度も身体を重ねながら恋人としての甘い時間を紡いできた。

　けれど、今日は仕事の打ち合わせで来ているだけ。

　祐介の喜ぶ表情を見ていると、ついうっかりキスをしたくなったが、麻衣子は公私ともに関係を持つことになったからこそ、社会人として分別を弁えようと固く誓っていた。

　一方の祐介は、何度か誘惑を孕んだ声音で甘い言葉を紡いできたこともあったものの、基本的には麻衣子の意思を尊重してくれている。

　まだ周囲には秘密の関係ではあるが、ふたりの交際は順調だった。

　次回作についての打ち合わせが滞りなく終わった頃、インターホンが鳴った。

　祐介とともにリビングに行き、モニターを確認すると、そこには田沢の姿があった。

「あれ？　今日は田沢さんも来る予定だったんですか？」

　祐介は「ああ」と答えてからロックを解除していて、麻衣子はその後ろ姿を見つめながらミステリーの次回作のことかもしれないと思い至る。

　田沢からは、祐介がスランプのような状況だと聞かされていて、祐介本人からは『書くことを純粋に楽しめなくなった』という理由も教えてもらっている。

　麻衣子が見る限りそうは思えないのは、素性を隠して書くＴＬジャンルでは気負っていないからだろうか。気になるが、安易に触れるのも憚られた。

「もう帰るのか？」

「はい。打ち合わせは、ある程度まで詰められましたから」

「なんだ、とんだ邪魔が入ったな」

　お茶目な冗談に、クスクスと笑ってしまう。そんな麻衣子を見て、祐介も瞳を緩めていた。

「おっ、二ノ原も来てたのか」

　玄関に向かおうとするよりも早く、田沢がリビングに入ってきた。

　ニュアンスパーマとショコラブラウンの髪は、今日も程よく毛先を遊ばせたセットになっている。一見すると無愛想な切れ長の一重の瞳は、好意的な弧を描いていた。

「お疲れ様です。今日は打ち合わせで。でも、私はこれでお暇させていただきますね」

「もう帰るのか？　もしかして、こいつにいじめられた？」

「まさか。先生はそんなことしませんよ」

　わざとらしい口調に笑みを返せば、祐介が唇の端を上げて微笑む。その顔つきは、ベッドの中にいる時のようで、刹那的に麻衣子の鼓動が大きく跳ねた。

「えっと……先生、私はこれで……」

　咄嗟に平静を装ったものの、もしかしたら頬が赤くなっているかもしれない。そんな麻衣子の懸念が的中したのか、田沢が「なぁ」と切り出した。

　祐介と麻衣子の視線が田沢を捕らえると、田沢はしばらくふたりをじっと見つめていた。

「お前ら、もしかして付き合ってたり……する？」

「へぇ、さすがに鋭いな」

　言葉もなく目を見開き困惑を浮かべた麻衣子を余所に、祐介が素直に頷いた。

　その表情からは意図が読めなかったが、田沢はすぐに「だよなぁ」と苦笑した。

「お前がそんな優しい顔するってことは、そうだよな……。ああ、でもなんか知りたくなかった気がする」

「麻衣子との関係を打ち明けたのは、お前が初めてなんだ。もっと祝福したらどうだ？」

「いやいや、可愛い後輩がこのむっつりスケベの毒牙にかかったのかと思うと……」

「おい、待て。そういう意味ではお前の方がひどかったはずだ」

　なにやら言い合いを始めてしまったふたりを横目に、麻衣子は動揺を隠せない。

　祐介のような有名作家に、平凡な自身が見合っているとは思えない。

　その上、祐介は自分が担当している作家だ。

　尊敬している先輩は、担当作家と付き合っている自分を見てどう思うだろう。公私混同していると、幻滅されてしまうだろうか。

「麻衣子、帰らなくても大丈夫か？」

「え？　あっ、すみません！　すぐに帰ります！」

「気をつけて。そうだ、今週末も泊まりにおいで」

　ハッとして慌てた麻衣子に、祐介は田沢のことなんか気にする素振りもなく、いつもの調子で誘ってくれた。普段なら自然と頬が緩むくらい嬉しいのに、今日は素直に喜べない。

「すみません、失礼します」

　曖昧に微笑んでふたりに会釈をすると、麻衣子はそそくさと祐介の部屋を後にした。

「二ノ原！」

　エントランスを出て五分ほど経った頃、聞き慣れた声に呼び止められた。

　振り返ると少し離れた場所から走ってくる田沢の姿があり、麻衣子は思わず表情を強張らせた。

「田沢さん……」

　てっきり打ち合わせでもするのかと思っていたが、随分と早く祐介の部屋を出たらしい。

「今夜、時間はあるか？　久しぶりに遊びにこないか？」

　田沢にも妻の亜実にも可愛がってもらっている麻衣子にとっては、いつもなら喜んで飛びつくような誘いだった。

　それでも、今日はなんだか気まずくて、すぐに返事が出てこない。

「心配するな。俺は別に、変な捉え方はしてないから」

「え？」

「おっと、この話は夜に。亜実も楽しみにしているから、なる早で仕事を終わらせろよ」

　着信を知らせるスマホを見て慌ただしく話すと、田沢は麻衣子に今夜の予定がないことを見透かすように約束を決めてしまい、そのまま踵を返した。

　仕事を終えたあと、駅前のパティスリーで亜実の好物のプリンを買い、田沢が好きなメーカーのビールをコンビニで調達した。

　祐介とのことを田沢にどう思われているのかは気になるし、戸惑いもあるが、昼間の雰囲気を見る限りは悪い印象は与えていないように思う。

「いらっしゃい！」

　少しの緊張を抱えて会社から四駅離れた田沢夫妻の家を訪ねると、インターホンを鳴らした直後に亜実が飛び出してきた。

「あ、こんばんは。わぁ！　亜あ耶やちゃん、大きくなりましたね！」

「でしょ！　子どもの成長って早いのに、麻衣子ってば全然会いにきてくれないんだから」

　亜実の腕に抱かれている女の子を見て目を丸くすると、彼女は拗ねたように言った。田沢夫妻の愛娘で生後七ヶ月の亜耶は、大きな瞳で麻衣子を見つめている。

「すみません、ちょっと立て込んでいて……」

「まぁいいわ。とにかく上がって。茂は少し遅くなるみたいだから、先に食べましょ」

　育休中の亜実は、育児で大変なはずなのに、夕食を用意してくれていた。

　テーブルには、白米やおひたし、煮物やお味噌汁が並んでいて、最近は自炊する時間がなかった麻衣子の胃を刺激してくる。

「おしゃれなメニューじゃないけど、味はそれなりだと思うから」

「嬉しいです！　こういう料理って、家では時々しか作らないから」

　亜耶はミルクを飲み終えたばかりらしく、なんだか眠そうだ。亜実は愛娘を片手に椅子に腰かけ、器用にも右手だけで箸を動かしている。

「ふふっ、器用なものでしょ？　下ろすと泣くから、ひとりの時は立って食べることも多いのよ。今日はご機嫌だったから、もう少ししたら寝るんじゃないかな」

　一年程前まで、亜実はファッション誌の編集者としてバリキャリ街道を突き進んでいた。しかし、今やすっかり主婦業をこなしながら育児を頑張る、母の顔になっている。

　３ＬＤＫの一軒家はいつも綺麗で、来年には職場に復帰するつもりだと言うのだから、亜実のバイタリティーは凄まじい。

　きっと、世の女性たちは、亜実のように人知れずたくさんの努力をしているのだろう。

「それより、麻衣子の話よ！　彼氏ができたんだって？　もう、そういうことは話してよ！」

　大根の煮物を咀嚼していると自分の話題に変わり、麻衣子は困惑気味に笑った。

　田沢から亜実に話が伝わっているのは、予想していた。

　亜美には田沢同様、とてもお世話になっている。業務では田沢に色々なことを教えてもらい、悩みがある時にはいつも亜実が相談相手だった。

　だからこそ、祐介との関係を報告したいという気持ちもあったのだが、結局のところ悩んでいる間に自分で伝えることができなかった。

「速水さんが相手だって聞いた時は驚いたけど、彼、優しくていい人でしょ。茂とは悪友って感じもするけど、私はあの人間性が好きだな」

　亜美は以前、何度か祐介と会ったことがあると話していた。田沢と結婚する前に二度ほど三人で食事をし、結婚後にはこの家に来たこともあるのだとか。

　祐介の担当になった時、男性作家を受け持つのが初めてで不安だった麻衣子に、『いい人だから大丈夫よ』と励ましてくれたのも亜実だった。

「速水さんも麻衣子も小説が好きだし、仕事に情熱を注いでるところも似てるから、話も合うんじゃない？　それに、かっこいいしね！」

　そう言われて、麻衣子は苦笑してしまった。

　確かに、祐介の外見にも惹かれたのは否定しないが、麻衣子が惹かれたのはもっと本質的なところだったから。

　仕事に対する姿勢や、紳士的で謙虚なところ。普段は優しいのにベッドの中では意地悪なところなど、とにかく挙げればキリがない。

「私、かっこいいからっていう理由で、祐介さんを好きになったわけじゃないですよ」

「わかってるわよ。だって、麻衣子って別に面食いじゃないでしょ！」

　それはどうかはわからないが、少なくとも外見だけで恋愛感情を抱いたことはない。内面も伴って初めて、外見はより輝くのだと、麻衣子は思っているからだ。

「まぁそれはともかく、今って付き合ってどれくらいなの？」

「三ヶ月くらいです」

「じゃあ、すごく楽しい時じゃない！　どうしてそんな浮かない顔をしてるのよ？」

　麻衣子が悩んでいることくらい、亜実にはお見通しだったようだ。

「平凡な私が祐介さんの恋人でいいのかな、っていう気持ちもあるんですけど……。なにより、担当作家と付き合うなんて、編集者として失格なんじゃないかって考えてしまって」

　亜実には、素直に打ち明けることができた。きっと、これまでの関係性と亜実の料理にお腹が満たされたことで、話しやすい雰囲気になっていたからだろう。

「相変わらず真面目ねぇ……。編集者が作家と付き合っちゃいけないっていう決まりはないし、ファッション誌を担当してるスタッフの中にはモデルと付き合う子だっていたわよ。売れっ子作家だってひとりの男なんだし、別に誰と恋愛しようが本人たちの自由でしょ！」

「でも、そういうのって公私混同している感じがして……」

「それは、本人たち次第よ。仕事そっちのけでセックスでもしてるならまだしも、麻衣子はそういうのは嫌でしょ？」

　実は、そういうことがありました……なんて言えるわけがない。しかし、言葉に詰まって顔を赤くしてしまった麻衣子を見れば、白状したも同然だった。

「え、なに？　ちょっと、麻衣子ってば……仕事そっちのけでヤッちゃったの!?」

「ヤッ……!?　し、してません！　一回しかっ……！」

　こういう時、嘘がつけない自分が恨めしい。亜実は驚きの表情を見せていたかと思うとニマニマと笑い、「ふーん」と楽しげに零した。

「あの、身持ちの硬い麻衣子がねぇ。彼、そんなによかった？」

「そ、そういうことは訊かないでくださいっ……！」

　仕事中に最後までしたのは一回だが、本当はその前に愛撫をされたなんて、絶対に口が裂けても言えない。話せばますます言及されてしまうのが、目に見えている。

　こういうあけすけなところは、裏表のない亜実の長所であると思う反面、その矛先が自分に向くとどうすればいいのかわからなくなる。

「わかった、わかった。この話はまた今度にする。今は、麻衣子の悩みをすっきりさせよう」

　優しい笑みを見せられたが、さりげなく〝今度〟と言われたことを聞き逃さなかった。

　この分だと、またしばらくは亜実に会うのを避けるはめになるかもしれない。

「とにかく、作家と編集者が恋愛したっていいでしょ！　ちゃんと仕事さえしていれば、誰にも文句を言われる筋合いはないじゃない。それなのに、麻衣子はなにをこだわってるの？」

（あれ、そういえば……私、どうしてこんなに悩んでいたんだっけ？）

　誰かに反対されたわけじゃないし、祐介は麻衣子との関係を隠そうとはしていなかった。

　自分だけが悩んでいて、それだって勝手な思い込みから始まったような気がする。

「麻衣子のことだから、どうせ編集者たるもの作家の邪魔をしてはいけないとか、だから恋愛なんて持ってのほか……とか考えて、相手が売れっ子作家だったものだから、それに拍車がかかって、勝手にこんがらがっただけなんじゃないの？」

「そう、かもしれないです……」

「バカね。そんなの、麻衣子が勝手に決めたルールでしょ」

　明るく指摘されて、いったいなにをそんなに悩んでいたのかと思うほど心が軽くなった。

　亜実の言う通り、すべては麻衣子が勝手に思い込んでいたこと。当事者の祐介は麻衣子を好きだと言ってくれたし、麻衣子だって同じ気持ちだ。

　だったら、それでいいじゃないかと、吹っ切れたような気持ちになった。

「まったく、もう……。麻衣子って、昔からそういうところがあるわよね。一生懸命なのはいいけど、少しは肩の力を抜きなさい」

　麻衣子の頬をグニッとつねった亜実は、そのあとでにっこりと破顔した。

「浮気や不倫じゃあるまいし、お互いが幸せになれる恋愛なら、たとえ誰になにを言われても気にしなくていいのよ」

「はい。つまらないことで悩むくらいなら、祐介さんの力になれるようにもっと努力します」

「そうしなさい。あと、麻衣子は笑ってる方がいいよ」

「お、盛り上がってるな」

　夕食を平らげてプリンを堪能しているところで、田沢が帰宅した。

　挨拶も程々に、バウンサーに寝かされていた亜耶のもとに向かう田沢も、すっかり父親らしい顔つきになっている。それを見つめる亜実も幸せそうで、ふたりへの憧れが強まった。

　田沢が熱心に口説いて亜実を射止めたと聞いているが、今は相思相愛にしか見えない。

「顔つきが変わったな」

「え？」

「昼間、俺に速水との関係がバレた時は困ってただろ？　なにより、なんか思い詰めてるような雰囲気だったのが、吹っ切れたって顔してるよ」

　缶ビールのタブを開け、田沢が穏やかに笑う。夫婦揃って心配してくれていたことに、感謝の念しかない。いい先輩たちに恵まれたと、改めて思う。

「しかし、あの速水にあんな顔をさせるとはねー」

「なになに!?　どんな顔よ？」

「なんていうか、全身から好き好きオーラが出てるようなとろけそうな顔？　あいつ、あんな風に笑う奴じゃなかったぞ」

「えーっ！　あの、速水さんが!?」

「そう！　あの、執筆と読書以外には反応が薄い速水が！」

　興味津々の亜実に答える田沢を見ながら、麻衣子は首を傾げた。

　今日も確かに祐介は優しかったが、彼は出会った時からいつも柔和な笑顔を見せてくれていた。それを口にすれば、ふたりは顔を見合わせたあとで盛大に噴き出した。

「あははっ！　そりゃもう、最初から二ノ原に惚れてたな！」

「え？　まさか、そんな……」

「いやいや。あいつ、編集者の肩書きを持った人間のことはあまり好きじゃないんだ。今までの編集者は、速水のネームバリューと作品目当てで急かすばかりだったみたいだし、なによりあいつは女性に優しくするっていうタイプでもない。まぁ、さすがに最近は大人として人並みの対応はするみたいだが、二ノ原に向ける表情はそういうレベルじゃなかったぞ」

　田沢の口から語られる内容に、驚きを隠せない。「気づいてなかったのか？」と訊かれて控えめに頷けば、彼はゲラゲラと笑い声を上げた。

「そりゃあ、あいつも苦労しただろうな。まぁ、男としてのプライドとかもあったんだろうが、あの執筆最優先だったあいつが、よりにもよって担当者に惚れるとは……」

「麻衣子だからでしょ？　麻衣子くらい純粋に自分の作品と向き合ってくれれば、編集者が嫌いでも心が動くこともあると思うわ」

　当の本人を差し置いて会話を弾ませる夫妻を前に、麻衣子の心は祐介のことでいっぱいになっていく。

　悩んでいた日々がバカバカしく思えるほど、今はもうどうしてあんなに悩んでいたのかわからなくて、その時間を祐介と過ごすために使えばよかったとすら考えた。

「でもまぁ、二ノ原に任せてよかったよ。蜜月ノベルの編集長は『自分が担当を受け持つ』って言ったんだけど、俺が二ノ原を推したんだ」

「え？　そうだったんですか？」

「二ノ原なら、速水の作品をよく知ってたし、速水の気持ちに寄り添ってくれると思ってた。なにより最初はＴＬに抵抗があったのに、今はそのＴＬをもっと普及させることに情熱を注いでる。そんなお前なら、速水に書く楽しさを感じさせてくれると思ったんだ」

　買い被りすぎだと思うのに、とても嬉しい。期待に応えられたのかはまだ自分ではわからないが、少しでも力になれていたらいいなと思う。

「あいつ、書くことをまた心から楽しめるようになったと思う。あんなに清々しい顔をしてる速水を見るのは、久しぶりだった。ありがとう、二ノ原」

　嬉しそうに破顔されて、麻衣子は鼻の奥がツンと痛むのを感じた。亜実も笑っていて、今日はなんていい日なんだろうと笑顔になる。

「私の方こそ、祐介さんの担当になれて感謝しかありません」

　お礼を紡いだ言葉は喜びの色を濃く表し、微かに震えていた。

　不安も悩みも綺麗に溶けた麻衣子の心に残っていたのは、公私ともに祐介の支えになりたいという意思だけだった。

　　　＊　＊　＊

　季節はあっという間に走り抜け、寒さが厳しい十二月下旬。

　執筆に勤しむ祐介のもとに、三作目のＴＬ小説が『大手電子書籍サイトのＴＬジャンルの下半期ランキングで一位を獲得した』という知らせが入った。

　発売から三ヶ月以上が経った今も反響があるとは聞いていたが、秋に発売した作品が下半期の頂点に立てるとは思ってもみなかった。

　ましてや、ユウとしてはまだまだ新人である祐介にとって、青天の霹靂とも言えるような出来事だった。

　四作目の原稿も順調に進んでいる中、下半期一位というのが後押しとなった三作目は文庫化を打診され、編集作業とともに書き下ろしを執筆することが決まっている。

　さらには、ミステリージャンルでも新作を出すことになっていた。田沢はあの日の宣言通り、祐介がずっと温めていたプロットでの執筆を編集長に取り付けてくれたのだ。

　すべての期待に応えたい、と思う。

　楽しさを見出せなくなっていたはずの執筆が、今は楽しくて仕方がない。寝ても覚めても書いていたいと思うほど、祐介は書くことに飢えているような気さえしていた。

　それを田沢に打ち明ける代わりに『また本気で書く』と宣言した時、田沢は心底嬉しそうに『お前が楽しめるならよかったよ』と零していた。

　そしてこの時、祐介はミステリーもＴＬも書き続けることを決めた。

　本来は、田沢との約束は『ＴＬジャンルで結果を出せればいい』というものだったし、祐介自身もいつまでも書き続けるつもりはなかった。

　けれど、麻衣子の熱意に押されるように何度も書き直し、読者からも温かい感想やレビューが届く中、ＴＬ小説の魅力をもっと広めたいと思うようになっていた。

　ＳＮＳで読者の声を探し、どんなところにときめき、幸せを感じてくれるのかを考えているうちに、もっとたくさんの女性の癒やしになるような作品を生み出したいと思うようになったのだ。

　きっと、麻衣子のように仕事に真摯に向き合い、作品を大切にしてくれるような人間が担当じゃなければ、こうは考えなかっただろう。少なくとも、安易なことじゃないのだから。

　しかし、今はなにひとつ手放すつもりはない。

　ミステリー小説も、ＴＬ小説も。そして、大切な恋人も――。

「進捗はいかがですか？」

「順調だよ。ここまで順調なのは久しぶりで、ちょっと怖いくらいだ」

「おいおい、怖いなんて言うなよ。ここからまた、速水祐の本領発揮だろ？」

　打ち合わせでやって来た麻衣子に微笑めば、田沢が苦笑を漏らした。

「大丈夫ですよ、きっと。原稿を読ませてもらう限り、筆が乗っている感じがしますから」

「そうか。じゃあ、お互いに安心かな」

「はい。ミステリーも順調みたいですね」

「ああ。どんどん進めてくれるから助かるよ」

　恋人が自分を差し置いて他の男と笑顔で話している姿というのは、こうも腹立たしいものなのだろうか。

　相手が愛妻家の既婚者で、自分の長年の友人である以上、特段警戒する必要もないのだが、なぜかおもしろくないような気持ちにさせられる。

　もちろん、麻衣子が仕事で来ていることもわかっているのに。

「速水がこんな風になってくれたのも、二ノ原のおかげだ。速水の実力も才能も知ってるつもりだったが、まさかここまで結果を出せるとは思ってもみなかった。ありがとう、二ノ原」

「そんな……！　私は、担当編集者として仕事をしていただけです。むしろ、何度も足を引っ張ってしまいました。ですから、この結果は先生の実力です」

　麻衣子が純粋な気持ちで答えているのはわかるが、祐介はどうにも癪に障るような感じを抱いた。

　祐介の中では麻衣子の存在はとても大きく、二人三脚で頑張ってきたつもりなのに、彼女の態度に自身との温度差を感じてしまったからだろうか。

　どちらにしても、仕事を終えた邪魔者には早々に帰ってもらいたいものだ。

「お前はもう、用件は済んだだろ？」

　とっとと帰れと言わんばかりに田沢を見れば、彼はやれやれと言いたげに苦笑した。

「じゃあ、二ノ原。俺は先に戻るよ」

「はい。お疲れ様でした」

「あ、亜実がまた遊びにこいって言ってたぞ。あれ以来、顔を見せないから、色々報告が聞きたいらしい。亜耶もまた大きくなったし、時間ができたら顔を出してやってくれ」

「えっと、じゃあ……近いうちに、またお邪魔させていただきます」

　これ見よがしに楽しそうな田沢が、祐介をやきもきさせようとしていることはわかっていた。こんな手に乗ってやるつもりなんてないのに、まんまとその策略にハマっている自身の思考は重症なのかもしれない。

　そんな祐介に満足そうな笑顔を残し、田沢は帰っていった。

「先生、少し休憩を入れてから打ち合わせに入りましょうか？　田沢さんとの打ち合わせもあって、お疲れなんじゃ――」

　田沢の背中を見送っていた麻衣子が振り返った途端、祐介はその唇を奪っていた。

「……っ！　せんせっ……」

　後頭部を押さえ、鼻先をこすり合わせながら唇を食み、他の男の名前を呼んだバツだと言わんばかりに舌をきつく吸い上げる。

　麻衣子は吐息を漏らしながらも抵抗を試みているが、祐介はそれを許さない。

　しばらくの間、甘い唇をくまなく堪能したあと、息が上がっている麻衣子へのキスを終えた。

「先生……私、今日は仕事で来たんですよ」

　うっすらと涙が浮かぶ瞳で睨まれて、下肢に熱が集まってくる。

　しかし、麻衣子には決して悟られたくなくて、余裕の笑みを纏って見せた。

「麻衣子があいつの前で可愛い笑顔を見せるから、つい咎めたくなってね。でも、ごめん」

「先生、ずるいです……」

「ん？」

「そんな風に言われたら、怒れないじゃないですか」

「それならよかった」

　額にそっとキスを落とし、「このまま打ち合わせをしよう」と微笑めば、麻衣子はまだ熱を浮かべたままの瞳で頷いた。
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　雪が降る季節が過ぎていき、春が柔らかな風を運んできた四月。

　祐介の三作目の文庫と、四作目の電子書籍が同時発売となった。

　初日から売れ行きは上々で、二日目には四作目が大手電子書籍サイトの日間ランキングの二位に上がり、それに伴い三作目の電子版も上位に返り咲いていた。

　文庫も、ネットで確認した書籍全般を対象とした集計サイトの週間ランキングでは、人気の恋愛小説家たちと並んでいる。

　しかも、ＴＬジャンルのみの集計では、堂々の一位だった。

　自信を持っていた麻衣子だったが、一週目の結果に驚きと喜びを隠せない。もちろん後者の方が何倍も大きく、祐介の家に向かう足取りは羽が生えたように軽かった。

「先生、集計サイトは確認されましたか？」

「ああ、驚いたよ」

「文庫では三十二位、ＴＬジャンルだけで言えば一位なんて！　正直、期待以上でした。レビューもＳＮＳの反応もとてもいいですし、きっとまだまだ伸びますよ！」

　力を込めた声音で答えれば、祐介が安堵混じりに微笑んだ。

「それから、新作の件ですが、今はミステリーの方もあって忙しいでしょうから、無理のない範囲で進めていけたらいいなと思っていて……」

「ああ、俺もそう思っているよ」

　最近の祐介は、二つのシャンルを両立することにも慣れ始めたようだった。

　田沢からもミステリーの出来がいいというのは聞いているし、どうやら祐介にとって両立することがそれぞれの作品にいい刺激を与え、相乗効果になっているようだ。

　麻衣子としても、それはとても嬉しかった。

「そうだ、麻衣子。せっかくだから、お祝いでもしてくれないか？」

「え？　あ、そうですよね！　気が利かなくてすみません！」

　祐介の提案に、麻衣子はハッとした。

　昨年の下半期一位と文庫化、そして売れ行きだって順調なのだ。本来なら、こちらからなにか提案するべきなのに、それどころか次回作のことばかり考えていた。

「じゃあ、こちらでお店の予約をしておきますね。なにかリクエストはありますか？　あ、せっかくですから、もしよろしければ編集長のスケジュールも訊いておきますが」

　手帳を広げると、祐介が困惑顔で苦笑して「そうじゃない」と口にした。

「俺は、麻衣子とふたりきりで祝いたいんだ。それに、店はもう押さえてある」

「え？　でも、それじゃあ……」

　お祝いにならない――。そう言おうとした麻衣子の唇を、祐介が人差し指でそっと制し、甘やかな笑みを浮かべた。

「可愛い恋人と過ごせるなんて、最高のお祝いだ。だから、俺に君の時間をくれないか？」

　迷うことなく笑顔で頷けば、祐介は幸せそうに破顔した。

　翌週の金曜日。

　祐介との待ち合わせ場所に向かう前に、美容室に立ち寄った。胸にかかる長さのワンカールの髪は、両サイドを編み込んでハーフアップにし、前髪は緩く巻いてもらった。

　ペイルブルーのノースリーブのワンピースは、ウエストの切り替えの位置が高いデザインで、胸元は同系色のレースで縁取られている。シャンパンゴールドのショールを羽織れば、フォーマルな場でも見劣りしない格好になった。

　指定されたカフェに行くと、祐介もちょうど店の前に着いたところのようだった。

「今日の麻衣子、とても素敵だね。俺のために綺麗に着飾ってくれて嬉しいよ」

「祐介さんこそ、スーツで来るなんて……」

　麻衣子は視線を泳がせながらも、祐介の姿をしっかりと瞳に焼きつけていた。

　ピンストライプのスタンダードなスーツなのに、淡いブルー系のシャツや光沢のある靴まで洗練されていて、いつにも増してかっこいい。

　麻衣子よりも少しだけ明るいブラウン系の髪はきちんとセットされていて、いつもはわずかに瞳を隠している前髪は斜めに分けられ、双眸がしっかりと見えている。

　恋人の欲目だとしても、今夜の祐介は誰よりも素敵だった。

「少し早いが、せっかくここで会えたからゆっくり歩きながら向かおうか」

　うっかり祐介に見惚れていた麻衣子は、クスリと笑う彼に頬が熱くなるのを感じた。

　微笑みとともに左腕を軽く曲げた祐介に鼓動が高鳴るのを感じながら、そっと腕を絡めてみる。すると、よくできましたと言わんばかりの笑みが向けられた。

　数日前までは満開の桜で埋め尽くされていたであろう桜並木は、今はもう薄ピンクの花びらを絨毯に変え、新緑の葉が芽を出している。

「すっかり散ってしまったな。花見くらいしておけばよかったか」

「そうですね。でも、ずっと忙しかったですし……」

　祐介がミステリーとＴＬを掛け持ちする以上、今後もそれなりに多忙を極めるだろう。

　そのせいで祐介がまた執筆を楽しめなくなることを懸念している田沢とは、無理をさせないようにしようと相談していたが、その心配は無用のようにも思えていた。

「そういえば、麻衣子とこんな風にゆっくり外を歩くことなんてあまりなかったな」

　プライベートで会うのは金曜日の夜が多いふたりは、ベッドで抱き合って朝を迎え、そのまま祐介の家で読書でもしてゆっくり過ごすことが多かった。

　何度か食事には行き、一度だけ映画館にも足を運んだものの、これまでは祐介の車かタクシーを使っていたこともあり、散歩がてら街を歩くことは初めてかもしれない。

「不健全な大人だったかな」

「そうかもしれませんね」

「これからは、もう少し出かけよう。今の原稿が落ち着いたら、時間を作るよ」

　正直に言えば、麻衣子は祐介と過ごせるのなら健全かどうかなんて気にしていなかった。

　けれど、祐介の気持ちは嬉しくて、笑顔で「楽しみにしています」と返した。

　レストランがあるホテルはミシュランの星を獲得し、芸能人や政界の関係者がパーティーを行うことでも有名なだけあり、ドアを潜る前からすでに高貴な雰囲気が漂っていた。

　スタッフもお客さんもどこか優雅で、麻衣子は自身が場違いであると感じて不安になったが、そんな気持ちを察するように祐介がエスコートしてくれた。

「祐介さんは、こういうところに慣れているんですか？」

「授賞式やドラマの打ち上げで、何度か来たことがあるくらいだよ」

　やっぱり別世界の話だ、と思う。

　ただ、不思議と祐介自身に対して距離を感じることはなく、素直に彼に身を任せていた。

　レストランは、落ち着いた照明に照らされ、しっとりとした雰囲気を醸し出している。テーブルには淡い色の花が活けられ、キャンドルが置いてある。

　案内されたのは店内の最奥に位置する窓際のテーブルで、窓に向かって隣同士で座るようにソファーが設置されていた。

「わぁ、すごい……。私、こんなに素敵なところは初めてです……！」

　思わず言葉を失くしてしまいそうな麻衣子に、祐介が満足げに唇の端を上げる。

「そうか。これからも、麻衣子の初めてはたくさんもらうつもりだから」

　耳元にそっと近づけられた唇が、「覚悟して」と低く囁く。そこに込められた意味を深読みさせられてしまい、麻衣子は腰が震えそうになった。

　程なくして食前酒が運ばれ、乾杯をして少し経った頃にはアミューズが用意された。

　あとに続くオードブルやスープ、ポワソンにソルベにアントレ、そして春らしい桜のケーキのデセールに至るまで、こちらの状況に合わせて運ばれてくる様は、現実世界から切り離されたような心地すら抱かせる。地上三十二階から見る夜景もまた、その夢のような空間を演出するのにひと役買っていることは間違いなかった。

「なんだか、夢みたいです。大好きで憧れていた先生と恋人になれて、こんなにも素敵な夜を過ごせるなんて……。少し前までは想像もしていませんでした」

「俺は、麻衣子が担当になってからすぐに、こういう日が来ることを夢見ていたよ」

「え？」

「ＴＬで結果を出せるまでは想いを伝えないつもりでいたから、まさか先に身体に触れることになるとは想像もしていなかったが」

　ワインのせいじゃない熱が頬を染め、麻衣子はそれを隠すように視線を夜景に向ける。

「でも、麻衣子のおかげでこうして結果に繫げることができたし、本当に感謝している」

「いえ、そんな……。結果に繋がったのは、祐介さんの実力です。祐介さんの作品は、本当に素敵ですから」

　思わず祐介を見れば、彼は真剣な面持ちで麻衣子を見つめていた。

「そんなことはないよ。麻衣子は、田沢にも俺の実力だというようなことを言っていたが、俺の力だけではこんな結果には繋がらなかったし、担当が麻衣子じゃなくても上手くいかなかったと思っている」

　最初はロクにアドバイスもできず、今でも至らないことはたくさんあるのに、真っ直ぐに見据えてくる瞳は、本心であるということを語っている。

　上手く言葉を発することができない麻衣子の手を、祐介がそっと握った。温かくて大きな手は、心ごと包み込むように優しかった。

「麻衣子じゃなければあんな話を持ちかけなかったし、本気で感じさせたいと思ったのも麻衣子が初めてだ」

　初めて祐介に触れられた日のことを思い出し、低く穏やかな声音を受け取る鼓膜が身体をも震わせ、どこからか甘く密やかな疼きを呼んでくる。

　手だけしか触れられていないはずなのに、全身が熱くなっていくような気がした。

「この気持ちは、あの日からずっと変わっていないよ」

　不意に、祐介の声色に熱がこもった。麻衣子がその意図に気づくまでにたいした時間を要さなかったのは、同じ気持ちでいることはもうわかっていたから。

　祐介はもとよりそのつもりだったらしく、カードキーを見せて薄く微笑んだ。

「今夜も、麻衣子の感じ方を教えてくれないか？」

　耳元に寄せたままの唇が、とろけるような誘惑を言葉に変える。

　高鳴る鼓動とともに身体の芯がジンと疼き、心ごとキュンと震えた。思わず飲み込んだ唾液からはほんのりとアルコールの味がして、全身が欲情を秘めた熱で火照っていく。

　潤みそうな瞳を向ければ、祐介が妖艶な笑みで返答を待っていた。

「私に、触れてください……」

　三十階の部屋に着くなり、祐介は性急に麻衣子の唇を奪った。

　口内で熱い舌がくまなく暴れ、乱れる呼吸の合間に上顎や歯列を舐められる。クチュッ、クチュ……と響く鼓膜をくすぐる水音に、とっくに欲情していた身体はゾクゾクと粟立ち、ひどく淫猥な気持ちにさせられていく。

「あのっ……ゆ、すけさっ……シャワーを……ふぅ、っ！」

「俺はこのままでいいけど？」

「だめっ！　だって、汗とか……」

　ようやく解放されたお互いの唇はどちらのものかわからない唾液で濡れていて、祐介はそれを舐めとるように麻衣子の唇をふにふにと甘嚙みし、自分自身の唇は親指で拭った。

　その行為に瞳を奪われていると、意味深な笑みが零される。

　淫靡なものを孕んだ表情を目の当たりにした麻衣子の脳裏に、まるで祐介の思考を読み取るかのように予想が過り、それが正解であることを瞬時に悟った。

「一緒に浴びようか」

「やっ……！」

　答えを紡ぐ前に抱き上げられ、すぐ傍にあったサニタリーに連れ去られる。

　部屋のどこかでショールを落としたらしく、剥き出しの肩口に唇が寄せられて吸い上げられ、背中にあるファスナーが下げられていく。その音を追うように背中に唇が這わされると、くすぐったいようなもどかしいような感覚に息を詰めた。

「麻衣子」

　甘い声音に振り向けば、煩わしそうにネクタイを緩める間もキスが降ってきて、麻衣子は祐介の作業を手伝うように手を伸ばし、シャツのボタンを外していく。

　一緒にシャワーを浴びるのは、とても恥ずかしい。けれど、一秒でも早く祐介が欲しい。

　そんな風に矛盾する気持ちに戸惑いながらも、祐介のキスや手から与えられる愛撫に身体の奥底からは身が沸き上がるような熱が起こり、自ら髪を解いた。

　下着まで剝がれた時、麻衣子を見つめる祐介の瞳には劣情がこもっていた。

　バスルームのタイルはひんやりとしていたが、祐介がシャワーコックをひねるとたちまち湯気が立ち込め、あっという間に温度が上昇する。

　ボディーソープを手のひらに出した祐介は、魅惑的な笑みを頬に浮かべて両手を軽くこすり合わせ、たいして泡立っていないそれを麻衣子の腕にふわりと乗せた。

「洗ってあげるよ」

「あっ……」

　優しい手つきなのに声が震え、下肢がジンと疼く。そのままゆっくりと胸に移動した手は、たわわに実った乳房を下からそっと持ち上げた。

　ゆるゆると揺らされ、まるで壊れものを扱うように触れられる。くすぐったいほどの柔らかな愛撫に期待だけが大きくなって、先端が少しずつ勃ち上がっていった。

「ここ、まだ触ってないのに」

「やっ……！　言わないで……」

　淫乱だと言われているようで、羞恥で瞳が潤んだ。そんな麻衣子に反し、祐介は嬉々とした顔つきで見下ろしてくる。

「どうして？　ここ、触ってほしいんじゃないのか？」

　わざとらしく先端を掠める手のひらの感触に、震える息が零れて膝をすり合わせてしまう。早く触れてほしくて、視線を逸らしながら小さく頷いた。

「素直なところも可愛いね」

「ひゃぁっ！」

　いきなり右側の乳頭をキュッとつままれて、身体が大きく跳ねた。鋭い感覚はほんのわずかに痛みを伴ったが、閉じた蜜口は素直に潤んでいく。

「麻衣子は優しく触れられるよりも、少し強い方が好きだろう？」

「そんなっ……！　わかんなっ……ああっ！」

　首を横に振れば、嘘つきと言わんばかりに左側もグリッと捻られる。

　耳に舌を這わせて食んだかと思うと、耳孔に生温かい舌が差し込まれた。チュプッといやらしい水音が脳裏にまで響くようで、意識が奪われる。

　その間もコリコリと捏ねられている蕾は、すっかりツンと尖り切っていた。

　乳首に与えられる快感が下肢にも広がり、まだ触れられてもいない中心がしっとりと湿り気を帯びているのがわかって、ごまかすように膝を閉じた。

「あぁんっ！」

　直後、祐介の硬い膝頭がねじ込まれ、強引に開かされた脚の間の秘裂をこすった。

　まだ隠れたままの蕾までは届かなかったのに、全身が甘い感覚に包まれる。軽く動かされるだけで気持ちよくて、思わず腰を揺らしていた。

「こっちはまったく触っていないのに、もう濡らしているのか」

　言葉にされて、眩暈を覚える。自身の痴態を突きつけられて恥ずかしくてたまらないのに、意地悪な声にすら身体は反応し、蜜壺の奥からは雫が零れようとしていた。

「祐介さん……意地悪しないで……」

　無意識のうちに身体をこすりつけていたようで、祐介の引きしまった肌にもボディーソープが付いている。

　筋肉質な身体に白い泡が伝っているだけなのに、ひどく淫猥な気持ちになる。けれど、視線は下に向かって滑る泡から離せず、そのままそれは祐介の下半身に辿り着いた。

　余裕そうに麻衣子を焦らしていた祐介も、下肢ではその欲望を猛々しくさせていた。反り返った陰茎は、今にも祐介の下腹部に付いてしまいそうだ。

　祐介の身体を見ているだけで、麻衣子の子宮がキュンキュンと疼いてくる。

　明確な欲情は羞恥を強くし、これから与えられる快感を想像させられる。しっとりと湿った唇からは、自然と吐息が零れていた。

　アルコールのせいか、思考は早くも溶け始めているようで、触れた肌同士の感覚すら愉悦に変わり、麻衣子はますます全身を祐介の逞しい身体に寄せた。

「お願い……。ちゃんと触れて……」

「そんな風に言われると、もっと乱したくなる」

　シャワーを出して性急に泡を流すと、祐介はおもむろにタイルに膝をついた。

「ああっ……！」

　視界に入る祐介の姿に目を見張った刹那、蜜口から蕾にかけて舐められ、突然の快感に背中が弓なりになった。

　陰唇をくすぐった舌先が秘裂を暴き、ゆっくりと上に向かう。左脚を祐介の肩に預ける形になっていた麻衣子は、無防備なまま下肢への刺激を受け入れるしかなかった。

　指先で器用に包皮が剝かれ、直接的な愛撫が花芯から顔を出した硬い芽に与えられる。

　声にならない嬌声が漏れ、鋭い快感に瞳からは涙が零れていた。

「やあっ、んっ、ぁ……！　ひぅ、あっ……はぁっ！」

　バスルームに反響する声が鼓膜を揺さぶり、下半身から聞こえてくる濡れた音に思考が酩酊していく。けれど、陰核への愛撫だけは敏感に受け取り、愛液が流れ落ちた。

　下を向けば淫靡な光景が視界を占め、麻衣子を見上げる綺麗な双眸と視線が絡んだ。

「やぁっ、みないで……」

　気持ちよくて、恥ずかしくて、頭がおかしくなる。それなのに、蜜壺の奥はキュウキュウと切なく疼き、熱い舌に合わせて腰をくねらせていた。

　膝はガクガクと震え、今にも崩れ落ちてしまいそうなのに……。祐介の両手がそれを阻むように腰とお尻をしっかりと摑み、肩にかけられたままの脚も下ろさせてもらえない。

　逃げ道を求めるように頭を振り、無意識に伸ばした手を祐介の髪に差し込み、舌からの刺激に悶えていた。

　身体の最奥にまでは届かないのに、快楽はどんどん駆け上がってくる。

　気づけば、祐介の頭に置いていた手には力が込もり、麻衣子は自ら腰を押しつけていた。

　もっと愉悦に浸りたくてたまらなくなっている身体を見透かすように、麻衣子を見上げたままの祐介が花芽を吸い上げた。

「やあっ、それ、いいっ……！　ひゃあぁんっ……！」

　腰を戦慄かせて達すると、祐介は麻衣子の下肢からそっと顔を離し、粘り気のある液体で濡れた口周りを手の甲でグイッと拭った。

「このままだとお互いにのぼせそうだな」

　ハッと息を吐いた祐介の楔はすでに反り勃ち、余裕がないのは自分だけじゃないのだとわかって嬉しくなる。

　祐介は、濡れた身体を拭うのもそこそこに再び麻衣子を抱き上げ、ベッドに移動した。

「麻衣子、もっと感じているところを見せて」

「祐介さん……んっ……」

　身体を預けたベッドが軋み、どちらからともなく唇を重ねる。

　くすぐり合うように触れているだけだったものが、柔らかな感触を挟むように楽しむものへと変わり、次第にお互いの口内を探り合っていた。

　祐介の手が麻衣子の胸を摑み、乳頭を器用に捏ねてくる。右手では腰の辺りを撫でられ、一度達した身体はそれだけでも大きく震えた。

　切なく轟く下肢が自然と腰を浮かせ、硬い陰茎に蜜口をこすりつけてしまう。

「くっ……！　いやらしいね」

　意地悪く微笑まれ、胸の先端に舌が伸ばされる。

　尖った蕾を、舐めて、吸って、嚙んで……。熱を孕んだ愛撫が絶妙な愉悦を与えてくれ、麻衣子は甘い声を上げながらますます腰を大きく揺らした。

　祐介も同じようなリズムで動き、お互いに下肢をこすり合わせる。すると、猛々しい屹立が肉芽を刺激し、麻衣子の身体には突き抜けるような喜悦が走った。

「あっ、やぁっ……！　どうして……？」

　不意に祐介が腰の動きを止めて離れ、下肢への快感を失くした麻衣子は腰をくねらせる。

「もっと気持ちよくしてあげるよ。それに、麻衣子はこっちの方が好きだろう？」

　言い終わるよりも早く、麻衣子の下半身に祐介が顔を埋めた。両脚を抱え上げられたかと思った直後には、蜜を纏わせた指が凝り固まった粒を押し、蜜壺に舌が差し込まれた。

「ああっ！　それっ……やぁっ！」

「嫌じゃなくて、好きだろう？　ほら、素直に言って？」

　クリクリと硬い肉芽を指の腹で捏ねられ、膣襞の中を熱い舌で責められ、視界が歪む。強い快感は苦しさも伴っているのに、気持ちよくてたまらない。

「あんっ……すき……っ。いいっ……あぅっ……！」

　唇からは自然と本音が漏れ、夢中で腰をくねらせていると、今度は陰核に舌が這わされた。

　チュウッといやらしい音を立てて吸い上げられ、それに気を取られそうになっていたところに蜜壺に二本の指が差し込まれる。引き攣るような嬌声が飛び出し、肉襞を削るように容赦なく指が抽送されて、あっという間に高みに押し上げられていく。

「やぁ、だめっ！　またっ……ひっ、ん、ああぁっ――！」

　二度目の頂点は、もうすぐそこ。そう感じた直後には、猛スピードで押し寄せてくる愉悦に呑み込まれ、全身が大きく跳ねた。

　脳が痺れたような感覚のまま肩で息をしていると、「可愛い」と口にした祐介が柔らかな笑みを零し、汗で前髪が貼りついた麻衣子の額にそっとくちづけた。

　愛おしげに見つめてくれる祐介が、とても愛おしい。

　祐介にも、もっとたくさん気持ちよくなってほしい。

　心がそう感じた時、身体が自然と動いていた。

「祐介さん……。今度は、私が……」

　麻衣子はゆっくりと起き上がり、重い身体を引きずるようにして自ら唇を重ねる。麻衣子の言葉に瞠目した祐介は、キスを受け入れながらもわずかな戸惑いを見せていた。

　ベッドの上に座っている祐介の下半身を見て、思わず息を呑んでしまう。

　口淫なんてしたことがない。けれど、いつも気持ちよくしてくれる祐介に、溢れるほどの想いを身体でも伝えたいと思った。

「麻衣子、触って」

「はい……」

　下腹部に付きそうなほど反り返った雄芯は、黒々としていてどこか凶悪な感じがする。それでも、愛おしい人の身体の一部だと思えば、不思議と抵抗感はなかった。

　おずおずと手を伸ばし、そっと握る。

　奇しくも、祐介の文庫の番外編でヒロインが口で奉仕をしているシーンがあり、昨夜も読み返していたばかり。記憶と知識を総動員して、まずはゆっくりと手を上下させてみる。

　息を嚙み殺すようにした祐介を盗み見るようにしながら、ぷっくりと膨らんだ先端から付け根まで何度も手を往復させれば、頭上から次第に甘さを孕んだ吐息が降ってきた。

　自分の手で反応してくれると思うだけで身体の芯がゾクゾクと疼き、自然と手の速度が速くなっていく。時折、柔らかな袋に手が当たると苦しげな息が吐かれ、麻衣子は手持無沙汰だった左手でそこを撫でてみた。

「くっ、っ……はぁ……」

　刹那、声を嚙み殺すようにした祐介の身体が大きく震えたことを、見逃さなかった。

　右手は猛々しい欲望を握ったままこすり続け、左手では怒張とは形も感触もまったく違う部分を優しく揉んでみる。ふにゃふにゃと優しい手つきで形を変えるたび、頭上からは熱い息が落ちてきた。

「うっ、はっ……くっ……」

　見下ろしてくる瞳がなんとも扇情的で、もっと感じてほしいと思わずにはいられない。

　麻衣子は喉を鳴らしたあと、蜜を垂らす丸い先端にそっとキスをした。

　祐介が奥歯を嚙みしめるように表情を歪め、麻衣子の髪に手が差し込まれる。そのままそっと引き寄せられるように導かれ、太く硬い楔を口内に迎え入れた。

「んくっ、ん、っ、ふっ……」

　見た目以上の圧迫感が口腔を支配し、陰茎を銜えた唇の隙間から意図せずに声が零れる。

　すでに苦しいが、祐介に気持ちよくなってほしいという一心で、なんとか奥まで飲み込んだ。ぎこちなく頭を上下させ、裏筋や竿の部分にはできる限り舌を纏わりつかせてみる。

「はっ、っ……。麻衣子……っ、いい……」

　決して上手くはないはずの行為なのに、祐介の表情は劣情に塗れ、麻衣子の頭を撫でるようにしていた大きな手には力が込められていく。遠慮がちに、けれどもっと奥に進みたいと言わんばかりに腰を押しつけられ、苦しさをこらえながら必死に愛撫した。

　祐介の吐息や声が鼓膜をくすぐるたび、下肢がもどかしさを感じていき、子宮がズクンと疼いては蜜壺をキュウキュウと轟かせている。

　早く挿入してほしくて、夢中で舌を動かし続ける。顎の疲労を感じつつも懸命に銜えていた屹立を、ジュウッと淫靡な音を響かせながら強く吸い上げた。

「うっ、くっ、っ……はぁっ……」

　刹那、祐介がビクビクと膨れ上がった雄芯を逃がすように腰を引き、麻衣子の口内に空気が入り込んできた。精を受け入れる覚悟をしていた麻衣子は、酸素を求めるように息を大きく吸いながらも、突然の終止符にためらいを浮かべた。

「口の中より、こっちでイかせてくれ」

「んっ……」

　四つん這いの麻衣子の蜜口に指を添えながら口にされた生々しい申し出に、胸の奥と下肢が同時にキュンと戦慄いた。

　目の前の欲望は口淫の前よりも大きく膨らんで、ビクビクと震えている。まるで意思を持っているかのような祐介の分身を、一秒でも早く挿入してほしい。

「もう……っ、挿れてください……」

　無防備な下肢に再び愛撫を与えようとしていた祐介に、吐息混じりにねだった。

「お尻をこっちに向けて」

　そんなこと、普段なら絶対にできない。それなのに、蠱惑的な笑みに魅了された心と身体は、従順な態度で欲情していることを見せつける。

　言われるがままお尻を向け、ベッドに肘をついて下肢を高く突き上げる。

　こうすればいいことを麻衣子に教えたのは、他の誰でもない祐介だ。その記憶が鮮明だった麻衣子は、この先にある快感に身体を震わせ、待ち切れなくて自然とお尻を振っていた。

　肩越しに振り返れば、祐介が満足げに唇の端を上げた。「いい子だ」という言葉とともに薄い膜を纏った楔が秘裂にこすりつけられ、それだけで期待が高まっていく。

「んっ、はやく……」

　猫のように腰をくねらせ、濡れた恥部で怒張を撫でてみても、祐介は背中にくちづけて肌を吸い上げながらこすりつけるばかりで、なかなか願いを叶えてくれない。自身の痴態を想像すれば羞恥に包まれるが、子宮に届くほどの快感を与えてほしくてたまらなかった。

「ああ、もう挿れるから。そんなに煽らないでくれ……」

　困ったような声音が落とされ、クチュクチュと蜜口を行き来していた陰茎が狙いを定めるようにして、ゆっくりと押し入ってくる。太くて硬い亀頭から順番に埋められていく圧迫感に息が止まりそうになり、必死に呼吸を止めないように意識していた。

「んんっ……あっ……」

　ずぷりと入ってきた祐介の欲望は、いつもよりも大きく感じる。キュウキュウと轟く肉襞は、これから快感を与えてくれる楔を決して離すまいとしていた。

「すごいな……。すぐに持っていかれそうだ……」

　熱い息が背中を撫で、くすぐるような感覚に肩が震える。我慢できなくて腰を押しつけると、祐介がフッと笑った。

「いやらしくて、可愛くて、本当にたまらないよ。もっと可愛い麻衣子を俺だけに見せて」

　子宮に響かせるような強さでガツンと突かれ、嬌声が脳の隅々にまでこだまする。

「ああぁっ……！」

「はっ……そんなに締めつけたら、保たない……っ！」

　たしなめるような声よりも、膣壁をこじ開けるような動きに意識が持っていかれる。それ以外はどうでもいいと思えるほど、身体は快感だけを求めていた。

　とろとろと蜜が溢れ出す入り口付近をこすり、肉襞の感触を楽しむようにゆるりと押し進んできたかと思うと、最奥を抉るように突く。角度を変えて穿たれるたびに悦楽が芽生え、お腹の裏側を強くこすられれば全身が痺れるようだった。

　激しく腰をスライドさせる祐介も、感じてくれているはず。そう思えば身体はますます熱くなって、ふたりで気持ちよくなりたいということしか考えられなくなっていた。

「あっ、いいっ、はぁっ、んっ！」

「ッ、はっ……。こっちも、気持ちよくしてあげるよ」

「やあぁぁっ……」

　麻衣子の腰を摑んでいた手がお腹側に回されたかと思うと、ツンと尖ったままの陰核が押された。クリクリと捏ね回され、指でつまんで嬲られ、鋭利な喜悦が襲ってくる。

　甘く痺れる快感が全身に広がり、結合部からは愛液が泡立つような音が響いていた。

　律動に合わせて弄られる肉芽は、剥き出しの神経のようで、脳まで痺れていく。

「ふぁっ、いいっ！　それ、きもちい……っ、ああぁっ――！」

「……っ！」

　キュウッと柔らかな肉壁が収縮し、大きく膨らんでいた楔を締めつける。麻衣子と同じく限界を迎えた祐介は、ビクビクと脈動した雄芯から欲望を吐き出した。

　最奥に叩きつけられた激しい飛沫を薄い皮膜越しに感じて、麻衣子は息を詰めてしまう。

　麻衣子の身体はシーツに吸い込まれるようにペタリと崩れ、意識がどこかに追いやられたような感覚に陥る。祐介が苦しげに息を吐き出した気がしたが、朦朧としているせいで彼の表情をすぐに視界に入れることができない。

　そんな麻衣子を余所に、祐介は引き抜いたばかりの陰茎にコンドームを着け替えている。そして、収まらない欲望で再び麻衣子を突き刺し、間を置かずに容赦なく律動を再開させた。

「んんっ……！　っ、はぁっ……。やぁっ、もっ……むり……っ！」

「無理じゃないから、もっと感じて」

「ひぅ……っ！」

　イヤイヤと首を横に振っても、祐介は腰を回したり抉るように突いたりと、麻衣子の言葉を聞き入れてくれる素振りがない。麻衣子は背後から与えられる刺激に身体を震わせながらも、なんとか肩越しに振り返った。

「ゆ、すけさっ……顔が、見たいのっ……」

　せめて愛おしい人の表情を見たくて訴えれば、埋められている楔はそのままに、身体がゆっくりと翻された。

「ふっ、ぅあっ……」

　身体を仰向けにされる間に肉襞がこすられ、慣れない感覚に途切れ途切れの声が漏れる。

「そうだね。俺も、こっちの方がいい」

　それでも、祐介の優しい声音に安堵していると、熱を持った塊に唇がこじ開けられた。

　ぬるりと舌が絡め取られたことで、キスをされているのだと悟る。けれど、口内まで痺れるほどの愉悦の中にいる麻衣子は、祐介にすべてを委ねることしかできない。

「やっ、まって……」

「もう待てないっ！」

　不意に両脚を持ち上げて肩にかけられ、まださっきの快楽が残っている麻衣子はギョッとした。しかし、祐介は艶やかな笑みで涙混じりの懇願を躱し、ジワジワと腰を引いたあとで、グズグズにとろけ切った蜜壺の最奥を目がけて愛液に塗れた獰猛な欲望を打ち込んだ。

「ひゃああぁっ……！」

　喉が仰け反り、頭頂部をシーツにこすりつけてしまう。どちらが上か下かもわからなくなるほどの喜悦が、下肢から脳芯に向かって凄まじい速さで駆け抜けた。

　声にならない嬌声が唇から零れ、視界が定まらない。それでも、祐介に縋るように手を伸ばせば、彼が自身の首へと誘ってくれた。

　腰を回すように動かしながら乳房を揉まれ、硬くなった乳頭を捏ねられる。結合部からはグチュグチュといやらしい音が響き、麻衣子の体液が泡立っていた。

「はぁ、っ、んっ、いいっ……」

　過ぎた悦楽は苦しいのに、荒い呼吸の合間には淫猥な本音が漏れる。

「はっ……じゃあ、もっと深くしてみようか」

「ふぁ……っ？」

　ぼんやりとした思考を働かせることができずにいると、唐突に身体が起こされた。

「あぁんっ!!」

　目の前がチカチカと光り、自分の身になにが起きたのかわからない。

　力が上手く入っていなかった麻衣子の肢体が、胡坐を掻いた祐介の上に乗せられたのだと気づいた時には、彼の顔が目の前にあった。

「……っ、いいよ、麻衣子……」

　ビクンとひと際大きくなった陰茎から伝わる快感をこらえているのか、祐介は眉を寄せて苦しげにしている。その表情は淫靡で美しく、麻衣子は瞳を奪われてしまう。

　子宮に届くほど深く突き刺さる楔に、息を詰めてしまいそうだった。けれど、欲望の下僕となりつつある麻衣子の身体は、初めての感覚に悦びを覚え始めていた。

「動くよ？」

「んっ、もっと、っ……ください……」

　言葉で伝え、祐介の首に回したままの腕に力を込め、もっと甘くとろけるような愉悦が欲しいと訴える。ハッと息を吐いた祐介は、満足そうに微笑んだ。

「本当に可愛いね」

「ああぁぁっ……！」

　腰を回すように大きく動かされ、柔壁がギュウッと収縮する。

「くっ、あっ……麻衣子っ……！」

　耳元で聞こえる低い声に、背筋がゾクゾクと粟立った。

　しがみついた身体は重なるようにぴたりとくっつき、祐介の硬い胸板でツンと勃ち切った膨らみの先端が刺激される。お互いに呼吸を合わせるような動きからは凄絶な喜悦が生まれ、花芽も律動とともに祐介の肌でこすられていた。

「ここもすごく硬くなってる」

「あんっ、ひぅっ……」

　伸ばされた指が陰核に触れ、軽くつままれた。そろりとこすられるだけでも、期待に満ちた膣内が蠢き、愛液が溢れる。

　気持ちよくてたまらない感覚に意識を集中させようとすると、祐介が瞳を緩めてフッと笑みを浮かべた。

「もっと自分でこすりつけて」

　意地悪な声色が鼓膜をくすぐり、耳孔に舌が差し込まれる。グチュッと濡れた音が頭の中にまで響き、麻衣子の理性を欠片も残させまいとしているようだった。

　羞恥と快楽の狭間にいた麻衣子が堕ちるまで、数秒も必要なかった。

「ああっ、いいっ……！」

　祐介の首に回したままの腕でギュッとしがみつき、彼の下腹部に従順に肉芽をこすりつける。そのリズムに合わせて祐介の胸板で乳頭も捏ねるように乱れれば、彼も角度を変えるように陰茎を突き動かし、抽送をさらに激しくした。

　ナカをグチャグチャにかき回され、肉壁を抉るように亀頭を動かされて。何度も何度も腰を打ちつけられ、そのたびに最奥を穿たれた。

　硬く太く膨れ上がった肉棒が柔襞をこするたびに、甘く淫らな快感に溺れていく。

　下腹部を突き破られそうなほどの激しい律動に、麻衣子は髪を振り乱して快感を貪る。

　熱い塊を締めつける肉襞は、愛おしい人の形を自身に刻み込むかのように収縮を繰り返し、その欲望を受け入れる準備をとっくに整えていた。

「麻衣子っ！　いいっ……！　はっ、全部持っていかれそうだ……！」

「ああっ、もっ、きちゃ……！　やあぁぁ……だめ、だめっ……！」

　痺れっ放しの全身を震わせながら身悶え、意識のすべてを下肢に持っていかれてしまう。

　楔から欲望を与えてもらうために轟く柔壁全体が、ジンジンと響くような痺れを感じ始めると、快楽の最果てに駆け上がっていくまではあっという間だった。

　全身の神経が剥き出しになったかのような感覚に、凄絶な快楽が追い打ちをかけて襲ってくる。あまりにも激しい愉悦に、身体がガクガクと震えた。

「ああぁぁっ――！」

　極めつけと言わんばかりに最奥をひと際強く穿たれると、目を開けておくことすらできなくなり、瞼の裏で勢いよく火花が散った。

　足の先までピンと伸び、頭の奥から指先までが強烈に痺れて、感じたことがないほどの快楽に呑み込まれる。喉を仰け反らせるようにした麻衣子の身体が数回大きく跳ね、結合部から飛沫を上げた愛液が祐介の下腹部を濡らした。

「はぁっ、くっ……！」

　刹那、祐介の唇から吐息混じりの淫靡な声が落ちた。

　大きく膨らみ切った陰茎がドクドクと震え、子宮口に向けて白く濃い欲望が放たれる。纏っている膜を突き破るかのような勢いに、麻衣子は「ふぁ……」と吐息を震わせた。

　祐介は、一滴残らず吐精を終えると、自身をずるりと引き抜いた。栓を失くした麻衣子の蜜口から愛液が零れ、情事によって乱れたシーツを汚していく。

　初めて蜜壺の最奥で絶頂した麻衣子は、甘く深い喜悦に陶酔したままの身体をベッドに横たわった祐介に預けながら、心が満たされているのを感じていた。

「麻衣子、愛してる」

「ん……私も、愛してる……」

　もう目を開ける気力もないほど疲弊していたが、掠れた声で確かな愛を紡ぎ返す。

　閉じたままの瞼にそっとキスが贈られると、意識を手放す最中でも麻衣子の頬が綻び、心も身体も幸福感に包まれた――。







エピローグ








　夏が駆け抜け、読書が捗る心地好い陽気とともにやって来た十月。

　新作のミステリー小説と、同時期に発売となった書き下ろしのＴＬ小説が、それぞれのジャンルの売り上げランキングで月間一位となった。

　『速水祐』と『ユウ』が同一人物だと知っている者は、さざなみ出版の社員の中でも一部の人間だけ。しばらくはあくまで別々の作家として活動していきたい……という祐介たっての希望で、社内に箝口令が敷かれたのだ。

「正直、ここまで結果を出すとは思ってなかったんだよなぁ」

「知ってたよ。そうじゃなければ、好きに書かせてやるなんて約束はしなかっただろ？」

　他の作家との打ち合わせの帰りに立ち寄ったという田沢は、祐介の言葉に肩を竦めた。

「まぁ、お前のことだから書けるとは思ったが、電子で下半期一位になった上、新作の文庫の売り上げでも月間一位を取るほどになるとは予想外だった。嬉しい誤算だけどな」

「まったく……。こっちはどれだけ苦労したと思ってる」

「なに言ってるんだよ。そのおかげで、こうしてまた書く楽しみを感じられるようになったみたいだし、新しいジャンルでも道が拓けて、おまけに公私ともに支えてくれる恋人までできたんだから、全身全霊で感謝してほしいくらいだぞ。持つべきものは、気が利く親友だろ？」

「お前と親友になった覚えはない」

「お前……。二ノ原への優しさを、ちょっとは俺にも向けてみろ」

　腐れ縁の友人と、愛おしい恋人を同列に扱う気はない。けれど、感謝はしている。

「ほら、これ。新作のプロットを作ったから目を通しておいてくれ」

「おいおい……。今日は打ち合わせでもないのに、プロットをくれるのか。さすがに順調すぎて怖いぞ」

　驚嘆しながらＵＳＢメモリーを受け取った田沢は、言葉に反して嬉々とした顔でそれをカバンに入れている。その姿を見ながら、近いうちに田沢夫妻と小さな愛娘にホテルでの食事でもプレゼントしようか……と考えていた。

「そろそろ帰れよ。これから、麻衣子が来るんだ」

「相変わらず、俺への扱いが雑だな。でもまぁ、二ノ原が幸せそうだからいいか。せいぜい振られないようにしろよ」

（振られるなんて冗談じゃない。あんなに素敵な女性を、そう簡単に手放すものか）

　そんな気持ちを抱いていることはおくびにも出さず、田沢を追い返すように見送った。

「おかえり」

「えっと、ただいま……です」

　どっぷりと日が暮れた頃にやって来た麻衣子は、照れ臭そうにしながらも微笑んだ。

　仕事帰りに麻衣子が泊まりに来る日には、そう言って迎えてやる。それに対して返ってくる仕草が愛おしくて、今日もまた笑みが漏れた。

「そういえば、田沢さんがプロットをもらったって嬉しそうに話していましたよ」

「なんだ、話が早いな」

「ふふっ、会社を出る前にたまたま鉢合わせたんです。ＴＬのプロットも書き上げたばかりなのに、すごいですね」

「麻衣子のおかげだよ。君がいてくれると、どんどん書きたくなるんだ」

　恥ずかしげもなくそんなことを言えてしまう自身に、ガラじゃないなと思う。しかし、嬉しそうな麻衣子を前にすると、いくらでも甘い言葉が零れてしまいそうだった。

「じゃあ、私はこれからもずっと祐介さんの作品を世に送り出すお手伝いができるように、もっともっと頑張らなきゃ！」

　作家としては、担当者の気持ちが嬉しい。

　反面、仕事熱心な恋人がこれ以上頑張ることになれば、ふたりの時間を奪われてしまいそうで、恋人としてはいささか複雑だった。

　そして、努力家で仕事に誇りを持って向き合っている麻衣子だからこそ、少し前から寝室のチェストにひそませたままの誓いの指輪をまだ渡せずにいる。

「祐介さん？」

「なんでもない。それより、仕事以外の話をしようか」

「え？　どんな話ですか？」

「そうだな。たとえば……」

　麻衣子はどこが一番感じるのか――とか。

　耳元に寄せた唇でわざとらしいほど熱を込めて囁いてやれば、麻衣子が首を竦めながら息を呑んだ。可愛い恋人の素直な反応に、欲望が首をもたげ出す。

　けれど、それを隠してぷっくりとした唇にキスを落とせば、恥じらうような微笑みが返された。つられて瞳を緩め、もう一度唇を重ねる。

　麻衣子とのキスは、いつだって甘やかで、優しく心を満たしてくれる。

　それなのに、どれだけくちづけを交わしても足りないような気にさせられる。

　もうすぐ、麻衣子は誕生日を迎える。

　あの夜のレストランよりも夜景が美しいと評判のシーサイドホテルを予約しているから、チェストで出番を待っているエンゲージリングはその日に渡そうか。

　腕の中にいる愛おしい恋人は、きっと幸福に満ちた笑顔を見せてくれるに違いない――。







あとがき








　はじめまして、桜さくら月づき海み羽うです。

　このたびは、『イケメンＴＬ作家の淫らな指先～君の感じ方を教えてくれないか～』を読んでくださり、本当にありがとうございます。

　実は、私は別名義で恋愛小説を何作か出版させていただいているのですが、Ｒ指定のあるジャンルに挑戦させていただくのは、商業問わず今作が初めてです。

　これまでは、心がときめくような甘いストーリーを意識して書いてきました。

　ですが、濃蜜ラブルージュ様は、そんなドキドキ要素はもちろんのこと、濃厚なベッドシーンも必須のＴＬジャンル。

　ということで、用語もロクに知らなかった私は、「どんなベッドシーンならドキドキしてもらえるだろう？」と何度も自問自答し、楽しさと同じくらいの苦しみを味わいながら、夜な夜な執筆に勤しんでいました。

　拙い部分も多々あったかと思いますが、今の私のすべてを注ぎ込みました。

　そんな桜月としての処女作を読んでくださった方が、少しでも楽しい時間を過ごしつつ胸キュンしてくださっていたら、とても嬉しいです。

　今回の執筆にあたり、初歩的なことから細部に至るまで多大なるご指南をいただいた、担当様。このような素敵な機会をくださった、濃蜜ラブルージュ様。本当にありがとうございます。

　また、表紙イラストを担当してくださったユカ様、セクシーでかっこいいヒーローと可愛く恥じらうヒロインを描いてくださり、感謝の気持ちでいっぱいです。背景の雰囲気も素敵で、イラストを見た瞬間に惚れ惚れしてしまいました。

　そしてなによりも、いつも応援してくださっている皆様と、今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝の気持ちを込めて。

　本当にありがとうございました。

　いつかまた、どこかでお目にかかれることを願って、今後とも精進してまいります。





桜月海羽









【著者紹介】

日々の癒しは、ちょっとマヌケな愛犬の存在。

そして、アイスとフルーツ。桜月名義でもTwitter始めました。
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